
第35図 須恵器供膳具の器種
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きるが、住居跡内遺物等の供伴遺物で、組み合わせを

明瞭にできた資料はなかった。

B 坪 ．椀 一般的に杯と椀は、浅めで立ち上がり

の緩い傾斜の器形が坑、深めで立ち上がりが急な傾斜

の器形が椀とされるが、中堀遺跡から出土した同器種

の一群は、杯とも椀とも判断しにくいものが多く、こ

こでは、椀としてデーターの一括処理を行っておくこ

ととする。中堀遺跡では、全時期を通じて普迦的に確

認できる。

底部のロクロからの切り離しは、全て糸切りである。

なお10世紀の後半以降、小形の坑が登場するが、 11

世紀代にみられるいわゆる「小皿」とは趣が異なる。

この小形の杯は、同時期の杯・椀や高台付椀・高脚高

台付椀等の器形と共通し、小形の底部から緩く 内湾し

つつ立ち上がり、口縁部で外反している。須恵器（H

S) ・須恵器（NS)のみにみられた。

C 高台付椀 高台付椀は、杯・椀に高台を付けた

形態で、中堀遺跡の全時期を通じて確認することがで

きる。底部のロクロからの切り離し調整は、糸切りが

大部分であるが、若干ヘラ切り後に高台を付けた場合

が確認できる。

底部の大きさによって形態が異なるものの、底部か

ら緩く内湾しつつ立ち上がり、 口縁部で外反している。

底部から体部にかけては比較的厚く、口縁部の外反直

前で器壁が極端に薄くなる特色がある。

高台に様々な形態が確認できたので、形態分類を行

っておくこととする。高台の形態が、高台を貼付する

手法の媒体であると考えられるためである。ただし中

堀遺跡の上器は、 9• lGtlt紀の製品が中心のため、す

でに本来的な高台の成形技法が、変質していることが

予測される。

まず中堀遺跡の高台は、椀部をロクロから切り離し

た後、基本的に切り離しの外径に沿って、紐状の粘士

を貼付し高台としている。元来、高台は、食器の器形

を形作る重要な要素であるとともに、重ね焼きを円滑

に行える形態である必要がある。

そこで注目すべきは、高台端部の外端か内端による

接地である。高台を貼付するすべての食器について、

外端（I)か内端 (II)、両者に当てはまらないもの

（皿）でまず分類した。

IかIは、さらに端面の形状から高台端部が、凹ん

で沈線状となる（a)、面を持ち傾斜し、台形状とな

る (b) とした。

IIIには、 Iの変形と考えられるC字形となったもの

があり、内面の高台を貼り付けたナデが広く、鷲の爪

状である。底部が薄く、高台の高い（a)と、底部が

厚く低い高台で、厚い底部と水平となる (b)、(a)

よりも立ち上がりが急で、高台の先端が丸味をおびる

(c)がある。 IIICには、体部との接合面が広く、先

端が尖る（ l)、立ち上がりが比較的緩やかで、先端

の丸い（2)、立ち上がりが、急で、先端の丸い (3)、

体部との接合面が広く、接合やナデが雑なもの (4)
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がある。

I aとIIaは、それぞれ高台全体が、高く細い(1)

と、太く低い (2)がある。

I bとIIbは、細分が可能である。 Ibは、体部と

の接合面が広く、底部から緩やかに立ち上がり、外面

のナデが強く、めくれるように外反する（ 1)、体部

との接合面が狭く、高台も細く、作りの丁寧な (2)、

高台が高く直立し、体部との接合面が狭い（3)、体

部との接合面が広く、高台も太く、ナデ幅の広い (4)、

(4)と類似するが、接合、ナデがとても雑なもの (5)

がある。

II bは、高台が高く直立し、体部との接合面が狭い

(1)と広い (2)、高台外面が外反し、高台が高い

(3) と低い（4)、高台が低く直立し、内面のナデ

幅の広い (5）、高台外面が、外へ膨らむ (6)、そし

てきわめて雑な作りの（7)からなっている。

D 高脚高台付椀 それまでの高台付椀の高台が、

高くても 7から 8DIDI以下であったが、 lottl:紀前葉から

1.5cm前後の高い高台の椀が出現する。この高脚高台

を高台分類のN類としておきたい。このほか極端に高

い筒状の高台をしたものも確認できる。

椀部は、やはり緩やかに内湾しつつ立ち上がり、ロ

唇部で外反している。須恵器 (NS) ・須恵器 (HS)

に確認できる。底部のロクロからの切り離しは、糸切

りによる。

E 皿 皿には、高台を付けたもの（高台付皿）と

付けないもの（皿）が確認できた。 皿は、高さが低く、

水平に近く開くものが多く、口縁部で極端に細くなり

第36図 高台付椀高台分類
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口唇部で膨らむ。底径と口径のバラ‘ノスに様々なもの

がある。椀類ほどではないが、一定量存在し、供膳具

の一翼を担っていた。

ロクロで成形した後、底部を糸切りしている。様々

な高台の形態が存在し、高台付椀の高台分類に準拠し

た。焼成は、須恵器（S) ・須恵器 (HS) ・須恵器

(NS)がみられる。

皿は、 9世紀の後半からlOitt紀の前葉にかけて確認

できる。

F 耳皿 耳皿は、対面する口縁部のニヶ所を内側

ヘ折り曲げた形態である。高台を付けたもの（高台付

耳皿）と付けないもの（耳皿）が確認できた。焼成は、

須恵器（S) ・須恵器 (HS) ・須恵器（NS)がみ

られる。出土量はきわめて少ないが、 lOitt紀の前半に

確認できた。

G 鉢 鉢は、大降りで深めの椀形のもので、素口

縁のものと、口縁部が外反し「M」字状となる 2種類

がある。ロクロで成形した後、底部を糸切りしている。

焼成は、須恵器（S) ・須恵器 (NS)がみられる。

出土量はきわめて少ないものの、 9世紀からlOitt紀前

半に確認できる。一般に高台は付けられていない。

ただし高脚高台を付けた鉢が確認できるが、これは

器壁が厚く、大降りで前の鉢とは異なる。焼成は、須

恵器 (HS)である。

また素口縁の鉢の口縁部を、一部外方に突出させた

片口鉢が確認されている。

2 煮炊 ・貯蔵具

煮炊・貯蔵具には、甕・大甕．壷・長頸壷・短頸
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壷・甑・羽釜・鉢・風字硯等がみられた。

A 甕・大甕 甕には、法量（容積）によって各種

が存在する。

器壁を叩いて成形した様子が、器表の当て具・叩き

板の痕跡から伺うことができる。甕の内面には、同心

円文や無文の当て具が使用され、外面には、並行した

柾目状の痕跡が残っている。甕の当て具と胎上の状態

から次のような分類を行った。

a当て具に文様あり

灰色で硬いもの

白で硬いもの

灰白系で軟質なもの

al 

a2 

a3 

灰白～赤系で軟質なもの（粉ポイ） a4 

肌色で石片を多く含み硬質なもの a5 

黒色粒子白色粒子多量で目立つ

内面灰白で硬質なもの

b当て具に文様なし

灰色で硬いもの

a6 

a7 

bl 

白で硬いもの b2 

灰白系で軟質なもの b3 

灰白～赤系で軟質なもの（粉ポイ） b4 

肌色で石片を多く含み硬質なもの b5 

黒色粒子白色粒子多量で目立つ b6 

内面灰白で硬質なもの b7 

また甕の口縁部には、波状文が施される場合がある

が、中堀遺跡の甕・大甕は、資料的には少ない。口縁

部と口唇部の形状で以下のように分類した。波状文に

ついて有（A)無 (B) とし、色調が、灰色を（イ）

白色を（口）と し、口唇部を摘むものを（ 1)摘まな

いものを（2) とした。または口唇部を欠損し、口縁

部に波状文を施した破片についてはCとした。

さらに底部破片を集計した。

甕・大甕には、須恵器（S) ・須恵器 (HS) ・須

恵器 (NS)がみられる。

B 壷 壷には、様々な形態が確認できる。ここで

分類した壷は、いわゆる壷で胴部に比較すると、口縁

部のが細く、甕と区別しにくいものを指す。このほか

に頸部が極端に短い短径壷は、蓋を伴う場合と伴わな

い場合がある。後者の場合、口縁部は外反する。

広口壷は、平底で細長い無花果状の胴部に、肩部か

ら大きく開く口縁部が付けられる。

とくに長頸壷は変化に富み、環状の把手を付けたも

のもある。ほとんどの長頸壷が高台を付けるが、高台

を付けないものも存在する。胴部内面にユビオサニや

タタキの跡が残り、 口縁部はロクロ成形されている。

須恵器 (S) ・須恵器（HS) ・須恵器 (NS)がみ

られる。長頸壷の出士量は、一般の集落遺跡に対して

高ーヽ゜
また特殊な壷として凸帯付き四耳壷や「壷G」があ

る。凸帯付き四耳壷は、肩部に凸帯を巡らしその凸帯

の4ヶ所に突起（耳）を付けた形態で、長野県に広く、

しかも多く分布した土器である。壷Gは、細身の器形

で、肩部がやや貼り、広口の口縁部につながっている。

c 羽釜 中堀珊期以降、上師器甕A、Bに代わり、

煮炊具の中心となる器種である。

製作技法は、粘土紐巻上げで成形し、その後ロクロ

により整形する。基本的には胴部中位から底部にかけ

て縦方向に雑にヘラケズリを施すものである。

また胎土中に多量の砂粒と角閃石を含むことを特徴

とする。このような羽釜は、近年の研究により、群馬

県の藤岡市、吉井町周辺で生産されていたことがわか

り、「吉井型羽釜」と呼ばれているものである。

須恵器羽釜は、プロボーションにより 2つに大別で

きる。

A 鍔部付近でやや強く内湾し、小さな底部に向

かって急激に細くなるもの。

B 胴郡中位に張りをもち、樽型になるもの。

Aは、口縁部の形状から I、IIの2つに分けること

ができる。 Iは口縁部が上に向かって外反しながら立

ち上がるもので、 IIは外反せずに、緩く内湾もしくは

内傾するものである。

また、 I• IIともに、鍔部付近で屈曲するものをa、

しないものをbとするほか、胴部に形状から、胴部上

位が張るものをイ、胴部中位が弱く張るものを口、胴
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第37図 大甕．叩き目分類
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部が底部に向かってあまり細くならずに、寸胴になる

ものをハとして細分し、「須恵器羽釜AIIaイ」など

と呼ぶようにする。

Bは、胴部の形状から I、IIの2つに分けることが

できる。 Iは胴中位の張りが強く、球胴に近いもので、

IIは張りがやや弱く、長胴気味になるものである。

また、 IIは、口縁部が内傾する aと、口縁部が直立

し全体のプロポーションが、樽型というよりも砲弾型

に近くなる bに細分できる。このbのうち、口縁端部

が面取り整形されておらず丸味をもつものにはイをつ

けて区別し、「須恵器羽釜BITbイ」などと呼ぶよう

にする。焼成は (NS) と (HS)があるが、硬質な

(S)の焼き上がりになるものはない。

なお、遺物観察表の鍔に記載されている数字は、ロ

縁疇砂ら鍔先端までの長さである。

D 甑 中堀遺跡から出土した甑は、すべて鍔をも

つもので、須恵器羽釜と同様にロクロ整形される。

甑は3つに大別できる。

A 口縁部が須恵器甕や壷と類似する形状のもの

で、胴部中位がやや張る Iと、胴部から口縁部

にかけてラッパ状に開く IIがある。底部の形状

は不明である。

B 底部から直線的に開くもので、大きく開く I

と小さく開く IIがある。底部の形状は不明なものが

多いが、筒抜け状になり、内面に簑子を受けるため

の窪みや穿孔がみられる。

c 鍔部付近で弱く屈曲し、口縁部が直立するも

ので、 A、Bに比べて、口縁端部から鍔部まで

の長さが短い。底部の形状は不明であるが、く

の字に開く脚部をもつものが主体となると思わ

れる。

焼成は (NS) と (HS)がほとんどであるが、中

堀V期の第155号住居跡39の甑が 1点のみ（S)であ

る。

E ロクロ整形甕 ロクロ整形の甕が少量出士して

いる。これらは、須恵器羽釜の普及時期に伴出するも

ので、胎土焼成ともに須恵器羽釜に類似する。

3 仏器系の器種

仏器系の器種としては、水瓶や鉄鉢等がみられた。

水瓶は、口縁部を欠くものの、肩部の張った無花果形

の胴部であり、低い高台を付設している。須恵器（S)

である。

鉄鉢は、半球形の胴部で、口縁部の内屈する形態で、

底部は、回転ヘラケズリによって円錐形となっている。

須恵器（S)と須恵器 (HS)があった。

このほか、須恵器と同様の焼成の器物に風字硯や紡

錘車等がみられた。

Ill 灰釉陶器

平安時代以降、東海地方で生産された灰釉陶器が、

中堀遺跡では、周辺の集落遺跡に比較して大量に出士

した。とくに 9世紀後半から急増し、 10-t!t紀の前半に

かけてその傾向が続いた。

ここで扱う灰釉陶器は、刷毛塗りや漬け掛けなどに

よって、人工的に施釉をして焼成された製品を指し、

窯内の降灰等で生じた自然釉による、いわゆる「原始

灰釉陶器」を含まないものとする。ただし東海地方で

灰釉陶器が盛んに焼成され、灰釉陶器の技術系譜上に

ありながら施釉を伴わない、静岡県大須賀町の清ヶ谷

窯跡群のようないわゆる「無釉の灰釉陶器」について

は、同列に扱うこととしたい。

中堀遺跡から出士した灰釉陶器の器種構成には、供

膳具や貯蔵具の他に仏器系の器種も含まれていた。供

膳具としては、蓋・高台付椀・高台付皿・段皿・耳皿

が確認できた。貯蔵具としては、長頸壷・広口壷・小

瓶・手付瓶・平瓶などがみられた。また仏器系の器種

としては、三足盤がみられた。

なお灰釉陶器の詳細については、後述することとす

る。

灰釉陶器は、遺物観察表の種別にKと記述した。

IV 緑釉陶器

東海地方を始め京都府や山口県・滋賀県等で生産さ

れた緑釉陶器が、灰釉陶器以上に東国の遺跡から出土

することはきわめて少ない。ところが焼き物の全体量
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からすると少ないが、中堀遺跡からは、破片を含め住

居跡から57点の緑釉陶器が出土した。この数値は驚異

的な出土量であり、国府や国分寺の出土傾向に匹敵す

るといっても過言ではないであろう。

出土した器種構成をみると高台付椀が圧倒的に多

く、全体の 9割を占め、高台付皿や段皿がこれに続く。

このほか稜皿や稜椀などもみられる。なお高台付椀の

中には、陰刻花文を描いたものや口唇部に輪花をあし

らったものもみられた。

また緑釉緑彩陶器も出土している。器種は段皿で、

口縁部の内面に濃い緑色釉で対角線上に二対、計四ヶ

所の花弁が描かれている。

灰釉陶器同様、緑釉陶器も詳細については、後述す

ることとする。

なお、緑釉陶器は遺物観察表の種別ではMとしてい

る。

v 黒色土器

土器の表面を黒色に焼き上げた黒色土器が、中堀遺

跡から少量出土している。土器表面の黒色化は、内面

のみ（黒色士器A類）、内外面とも（黒色士器B類）

の両者が中堀遺跡ではみられる。また器種構成では、

高台付椀と無台の椀、そして高台付の皿・耳皿を確認

することができるが、無台の皿や無台の耳皿は確認す

ることはできなかった。

一般的に黒色土器は、黒色処理以前に器面を細かく

磨き上げているが、中堀遺跡から出土した黒色土器の

中には、 ミガキを伴わず、焼成のみ黒色処理したもの

も見受けられた。またミガキは各種存在するが、内面

を底部の中心から放射状に口縁部に向かって磨いた

後、口縁部内側を水平に磨いているものが一般的であ

る。器形の成形は、ロクロ成形により作り出され、心

がとれ、歪みの少ない製品が多い。

9世紀の後半から1叫t紀にかけてみられる。

VI 輸入陶磁器

中堀遺跡からは、中国で生産された青磁・白磁が破

片資料であるが出士している。器種は、青磁が六角合

子の蓋、白磁が高台付椀である。詳細は後述したい。

中堀遺跡から出土した古代の士器について他の特色

を次に列挙しておく。

A 墨書士器 墨書士器は、 8世紀と比較すると 9.

1直紀の墨書土器は一般的に減少する傾向にある。ま

た吉祥旬や数量などを示す「一字墨書」が増加し、建

物名称や役職等を示す墨書は減少するという。

中堀遺跡では、「南」「平」「床」等の墨書士器が多

く確認でき、「仁」「加」「酒」などもみることができ

る。これらの中には、一般の墨書土器とはやや趣のこ

となるものが含まれており、中堀遺跡の性格付けの一

つの要素となろう。

これらのほとんどは、食膳具に墨書され、煮炊具や

貯蔵具には墨書された例はなかった。また墨書の部位

は、底部内外・ロ縁部内外等様々であるが、詳細につ

いては後述することとする。

B 油煙付着土器 土師器の杯、須恵器の椀・高台

付椀などの口縁部底部から内面にかけて、油煙の付着

した土器が比較的大量に出土した。ただし小破片が多

く、実測図化できなかった破片は少なくなく、写真図

版によってその欠を補うこととした。

油煙付着土器の中には、漆の作業工程の中で取り皿

やパレットとして利用された食膳具が、油煙の付着し

た土器と区別付きにくいものがある。中堀遺跡からは、

この漆作業に使用された土師器の杯や漆紙文書が出土

しており、漆作業にかかわった人々が存在したことは

確実である。

c 金付着灰釉陶器 金の細粒が、内面の釉薬や器

表の隙間に詰まった状態の灰釉陶器が出士した。器表

は大変平滑に磨かれており、内面底部に一筆で塗られ

た施釉や口縁部の釉薬などは大変かせた状態になって

し、る。

D 転用硯 中堀遺跡から出土した灰釉陶器の中に

は、高台内の底部外面や内面を平滑に磨き上げたいわ

ゆる転用硯がみられる。ただし中堀遺跡から出士した
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灰釉陶器の転用硯には、墨の付着の痕跡は少なく、わ

ずかに朱墨が付着したものを確認したに過ぎなかっ

た。また須恵器の椀や皿等の底部内外面が、平滑に磨

かれたものはみられなかった。

瓦

瓦は、竪穴式住居跡からも出土した。軒丸瓦 ・軒平

瓦・丸瓦•平瓦が出土しており、軒丸瓦・軒平瓦は、

極力掲載し、丸瓦•平瓦は、端辺や隅部の残る拳大以

上の瓦について全て報告した。

土製品

土製品としては、鉄・銅の鍛造や鋳造にかかわり、

フイゴ羽口や鋳型・トリベ・円板状土製品がみられ

た。フイゴ羽口は、径の大きなものと小さなものが存

在した。しかし完形となるものは少なく、しかも炉内

の高混によって縮んでしまったものも多く、全体のわ

かるものは少なかった。そのため図化できたものがわ

ずかであったため、破片資料については、写真図版で

補った。

鋳型は、第122号住居跡からまとまって出土した。

型面の形状から鋳型は、小形の半球形の製品や飾り金

具を作るために使用されたと推定したが、具体的な製

品については究明できなかった。 トリベも出士してい

る。 トリベは、半球形で鉄製品や銅製品の生産に使用

したらしく 、鉄滓や銅滓が付着していた。

このほか銅 ・鉄生産とかかわると考えた円板状士製

品が、同住居跡の周辺からまとまって出土した。手ず

くねで煎餅状につくられた円形の土製品で、表面は赤

褐色に弁殻が塗られていた。多量の焼士や鉄滓・フィ

ゴの羽口などとともに出士し、近くに小鍛冶の跡など

も確認できたことから銅・鉄生産とかかわると考え

た。

他に土製品として紡錘車の紡輪、士製の錘（土錘）

がみられた。士錘の出土菫は、県内で最も豊富である。

石製品では、腰帯の飾り具である石製の巡方と丸靭

が出土した。 4点出土した内 2点は、同一の腰帯に付

けられていた可能性があるが、他の 2点は、明らかに

別の腰帯に付けられていたものである。

石製品

また悼秤の錘である石製の権が、 4点出士した。上

部に吊し穴を設け、角錐形に作られている。石製の権

は、砥石と間違いやすい。 中堀遺跡からは、砥石も比

較的豊富に出士しており、鉄生産や鉄製品の盟富な使

用量を物語っていよう。砥石には、小形と大形が存在

し、使用目的によ って異なっていたのであろう。

他に石製の紡錘車が出土した。石製の紡錘車には、

文字の刻まれた刻書紡錘車もみられた。

石を利用した遺物園エ痕跡の残るもの）では、他

に鍛造産にかかる鉄床石、カマドに使用された凝灰岩

や角閃石安山岩などのいわゆる切石等がみられた。

鉄製品・銅製品では、各種の製品が出土した。中堀

遺跡から出土した鉄製品は、大変錆が進行し、鉄分は

わずかに残存している程度である。しかしその出上量

は豊富で、農具•エ具・紡績具・建築材料・煮沸具等

大変多岐にわたり、後に詳述した。

漆紙文書

このほか特殊な遺物として、漆紙文書が出士した。

同文書は、カマドの燃焼部から出土したため、残存状

況も悪く、残存部位も少なかった。

以上、中堀遺跡の出土遺物は、一般の集落遺跡から

出上しない各種の遺物が出士したことや、その出士量

が、豊富であったという特色を指摘できよう。
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第 1号住居跡 （第38図）

B・C-2グリッドで確認した。第 1号住居跡の周

辺は、比較的遺構が疎らであり、確認は容易であった。

住居跡の形状は方形で、規模は長辺3.39m・短辺

2.96m ・深さ0.17mであった。カマド部分を除いて、

幅約20cmの壁溝が検出した。

主軸方位はN-122°-Eであった。

カマドは、東壁の南東隅寄り検出した。第 1号区画

溝に煙道部を切られていた。袖は明瞭に検出されなか

った。

遺構の切り合い関係は、第 1号区画溝より古かった。

遺物は、カマド内から土師器杯 (8 • 10)が出土し、

また住居南半分の床面からも土師器杯が出土した。

1から 9は土師器の杯で、 4• 7は杯AI[類、他は

杯AN類である。 2• 9は内面体部、 7は内面底部に

黒色の付着物が確認できる。 7は、油煙の痕跡と考え

られる。

10は、須恵器 (NS)の杯である。 11から13は、土

師器の甕である。 11から13は、 胴部上位以下が欠損し

ている。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第 1号竪穴

式住居跡を中堀N期に位置付けたい。

第 2 • 3 号住居跡 （第39図 • 第40図）

C-1 • 2グリッドで確認した。 3軒の住居跡が重

複し、確認に手間取った。しかし周辺の遺構は比較的

疎らであった。

第2号住居跡は、第4号住居跡に切られ、さらに住

第38図 第 1号住居跡 ・出士遺物
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3 暗褐色士焼土を多位に含み、炭化物を少屈含む

4 暗褐色土 焼土を微盤含み、炭化物を少且含む
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第 12表 第 1号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A w H 12.0 3.1 7.7 E 良 好 淡 橙 100 

2 杯 A w H 118 3.2 4.5 B,E 良 好 淡 橙 100 

3 杯 A w H 11.8 37 7.7 B,E,G 不 良 淡 橙 100 

4 杯 A II H 12.7 3.6 7.0 B,E 不 良 明 橙 70 

5 坪 A w H 123 3.2 8.2 B,E 良 好 橙 100 

6 坪 A w H 11.6 3.2 5.0 E,F 不 良 暗灰橙 100 

7 坪 A II H 13.0 35 83 B,E 良 好 淡 橙 50 

8 坪 A w H 13.2 32 85 B,E 良 好 橙 50 ， 坪 A w H 13.3 3.0 7.2 B,E 普 通 やや暗い橙 100 

10 坪 NS 12.4 3.4 5.8 B,C,D,E,H 良 好 L 灰 100 

11 B 皿 a H 19.1 B,C,E 良 好 暗赤褐 20 

12 B m a H 138 B 普 通 暗 赤橙 20 口縁部のみ

13 台付 甕 H 12.0 E, F, I 不 良 黒 褐 20 口縁部のみ

第39図第2• 3号住居跡
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3 褐色土焼土、炭化粒子を少旦含む

4 赤褐色土炭化物を微且含む（焼土屈）

5 褐色土 炭化粒子、粘土プロックを少凪含む

6 赤褐色土焼土を多拭に含む（天井部）

7 黒色土炭化物を多屈に含む （灰岡）

8 赤黒色土 焼土、炭化物を多塁に含む（カマド内に堆租

した埋土屈）

9 暗褐色土 炭化物を少泣含む（左袖部）

10 暗褐色土焼土、炭化物を含まない
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、 12 褐色土 焼土、炭化物を多最に含み、小砂利を少且含む
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居西側が調査区外のため全容は不明である。しかし住

居跡の形状は長方形と考えられる。短辺3.33m・深さ

0.19mで、 主軸方位はN-116°-Eであった。

カマドは、北壁中央に 2基検出された。 1号カマド

の左袖と 2号カマドの右袖は、地山を掘り残して造ら

れていた。共有する中央の袖を造り付けていたことか

らこの二つのカマドは併用されていたと考えた。両カ

マドと も、燃焼部は楕円形の浅い掘り込みで、煙道部

に段をもって移行する。燃焼部幅が狭く、それぞれ煮

炊具の一つ掛けであると思われる。

遺構の切り合い関係は、第4号住居跡よりも古く、

第3号住居跡より新しかった。

遺物は、 1号カマド内から士師器皿（3)が出土し

た。

第3号住居跡は、東壁のやや南寄りにカマドのみが

検出した。主軸方位は、 N-2l°-Eであった。

カマド燃焼部は、不整形の浅い掘り込みで、やや幅

が広いことから、二つ掛けであった可能性がある。第

2号住居跡の構築時の12層で埋められたと思われる。

遺構の切り合い関係は、第2• 4号住居跡より古か

った。

遺物は、燃焼部内から土師器坑（4• 5)が出土し

た。

1から 3は、第2号住居跡、 4から15は、第3号住

第40図 第2• 3号住居跡出土遺物
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第13表 第2• 3号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輯 色 調 残存 出土位置その他

1 杯 （暗文） H 109 3.1 6.8 B,E 良 好 橙 10 

2 高 台 付 椀 HS 5.8 B, E, I 普 通 橙 20 

3 皿 B H 138 18 9.5 B,E,G 良 好 白っぽい橙 20 

4 坪 A I H 124 35 7.0 B,D,E 不 良 暗 橙 80 

5 坪 A II H 119 34 7.1 B.E.F 良 好 橙 80 

6 杯 A I H 11.5 2.9 7.1 B,E 良 好 明るい橙 60 

7 杯 A II H 11.7 3.3 6.3 B,D,E 普 通 赤 橙 100 

8 坪 A H 12.4 B,E,H 普 通 橙 30 ， 坪 A w H 11.3 3.2 7.0 B,E 良 好 淡 橙 30 

10 杯 A w H 11.1 3.1 5.8 B,E 不 良 暗 褐 30 

11 皿 B w H 13.1 2.8 6.6 B,E 良 好 黄 橙 30 

12 坪 A IV H 11.9 3.0 92 E,F 不 良 淡 橙 80 

13 坪 A H 12.9 4.1 7.1 C, E, F, G, I. K 良 好 R 淡黄橙 20 

14 坪 A H 130 B,D,E 良 好 明 橙 30 

15 坪 HS 12.8 39 6.6 B,C,E 普 通 L 浅 黄 60 
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居跡からの遺物である。

1は、暗文土器の杯Aである。 2は、須恵器 (HS)

の高台付椀である。 3は、皿Bである。 4から14は、

土師器坑で、 4• 6が杯AI、5• 7が杯All、9.

10 • 12が杯AN、そして 8• 13 • 14は、底部が不明確

だが、杯Aと考えられる。 11は、皿BNである。 15は、

須恵器 (HS)の杯である。 2は口縁部、 3• 8 • 11 • 

14は底部が欠損している。 6は内面底部、 8は外面口

縁部と内面体部、 14は内面口縁部に黒色の付着物が確

認できる。油煙の痕跡と考えられる。

なお、第2• 3号住居跡は、本来、 1軒の住居跡で

カマドの付け替えと考えられるが。ここでは2軒とし

て報告する。

以上、出土遺物 ・遺構の璽複関係等から第2• 3号

第41図 第4号住居跡・出土遺物
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竪穴式住居跡を中堀llI期に位置付けたい。

第 4号住居跡（第41図）
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カマドは東壁に確認された。燃焼部の掘り込みは検

出されず、袖も不明である。

遺構の切り合い関係は、第2号住居跡より新しかっ

た。

遺物は、土師器杯（ 1• 2)が燃焼部内から出土し

た。

lから 5は、土師器の杯である。 1• 2は、江All
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第14表第4号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 饒櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A II H 11.8 32 8.5 B,E 不 良 灰 黒 90 カマド

2 坪 A II H 12.1 32 8.5 B,E 普 通 淡 橙 50 カマド

3 坪 A w H 11.9 30 8.6 B,E 良 好 暗 橙 80 

4 杯 A IV H 122 31 7.6 B,E 良 好 黄 橙 50 

5 杯 A H 10.8 3.7 5.1 B,D,E 不 良 年衷 橙 30 

6 高台付椀 s 134 B,E,G 良 好 L 青灰褐 15 

7 高台付椀 HS 6.0 B, E, I 普 通 R にぶい黄橙 20 
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である。 3• 4は、杯ANである。 5は、不明確なが

ら杯Aとしておく。 6• 7は、高台付椀である。 5.

6は底部、 7は口縁が欠損している。 6は、内面口縁

部と底部に黒色の付着物が確認できる。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第4号竪穴

式住居跡を中堀N期に位置付けたい。

第 5 号住居跡 （第42図 • 第43図 ）

E-2グリッドで確認した。周辺は小穴が多いが、

第42図 第 5号住居跡・出土遺物 (1)
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主軸方位はN-108°-Eであった。

カマドは、東壁に二基が検出した。断面図では、 2

A 66.5 

1号カマド
.
3
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B 66.5 

第5号住居跡

1 暗褐色土焼土粒子、炭化物を少且含む粘性あり

2 暗褐色土焼土、炭化物を微且含む粘性あり

3 淡灰褐色土粘性あり

4 淡灰褐色土粘性あり

5 暗黒褐色土 焼土を少且含む

6 黒褐色土焼土粒子、炭化粒子を少且含む

7 黒褐色土焼土粒子、炭化粒子を少且含むが、 1屈より

焼土を多く含む

A' 

” 
8 褐色土炭化粒子を微盈含む

9 暗褐色土焼土粒子、炭化粒子を徴且含む

10 暗褐色土焼土粒子を多異に含む

II 黒褐色土 焼土粒子を微且含み、白色粒子を多:iiiに含む

12 暗褐色土焼土粒子を少最含む

13 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子を少且含む

14 黄褐色土焼士粒子を多益に含む

l5 暗褐色土焼土、炭化粒子を少黛含む

魯1総惑葵 IG 暗掲色土 焼土を多且に含む

17 黒褐色土焼土粒子を多旦に含む

18 暗褐色土焼土粒子を多且に含む

19 黒褐色土 焼士粒子、炭化粒子を少且含む
A. 20 黒褐色土 白色粒子を多盈に含む
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号カマドが 1号カマドを切っているが、遺物の出士状

況や覆士の状態から両者は、併用されていたと考えた

い。 袖は、 1• 2号ともに黒褐色士で構築されていた。

1号カマドは、燃焼部に楕円形の極く浅い掘り込みが

あった。また燃焼部奥に支脚と思われる川原石が残っ

ていた。支脚は、やや左に寄っていることから、二つ

掛けと考えたい。 2号カマドには、燃焼部の掘り込み

がみられず、煙道部にやや傾斜しながら移行していた。

1号カマド前面には、構築材として使用された川原石

が出土した。

遺構の切り合い関係は、中世の溝、中世第 1号掘立

柱建物跡より古かった。

第43図第 5号住居跡出士遺物 （2)

- ==--: 口

三:,--- ]。
゜

10cm 

第 15表 第 5号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輯 色 調 残存 出土位置その他

1 椀 HS 123 4.5 5.0 B,D,E,H 良 好 R 灰 白 50 

2 椀 HS 14.1 4.9 6.0 B,C,E,H 良 好 R 淡 橙 30 カマド

3 高台 付 椀 HS 11.7 4.7 5.3 B,E,G 普 通 にぶい黄橙 80 カマド

4 高台付椀 NS 6.4 B,E,H 良 好 R 灰 白 100 底部

5 ロ クロ甕 H 14.3 A. B, C, E,I 良 好
外一明赤褐

50 カマド
内 一褐

6 羽A I bロ NS 230 19 A, B, D, E, G 良 好
外一灰褐

25 カマド南
内 一淡黄褐

7 羽AII bロ NS 24.4 2.8 A, B, D, I 良 好 灰 15 

8 羽AII aロ NS 178 26 A, B, D, I 良 好 灰 褐 30 カマド

9 羽 A I ロ NS 20.0 33 A.B.D.G 良 好 明 褐 15 

10 羽AII aロ HS 17.0 3.1 AB, C, D, G 良 好 明赤褐 15 カマド南

11 羽底部 HS 7.1 B,G,K 良 好
外一明赤褐

100 カマド南。
内 一黒

12 羽底部 NS 9.0 A, B, D, I 良 好 灰 40 カマド

13 壷口縁 NS 10.8 B,E,K 不 良 灰 白 20 カマド南。
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遺物は、 1号カマドの燃焼部左壁よりから羽釜（8.

12)が、 2号カ マドの燃焼部から須恵器杯が出土し、

1 • 2号カマドの間からロクロ整形の小形甕（5)が

出土した。

1 • 2は、須恵器 (HS)の無台椀である。 3は、

須恵器 (HS)の高台付椀で、 4は、須恵器 (NS)

の高台付椀である。 2は、底部が欠損している。 4は、

底部のみである。

5は、土師器のロクロ整形の小形甕である。 6から

12は、須恵器（10• 11はHS、他はNS)の羽釜であ

る。 11• 12は、羽釜の底部である。 13は、須恵器 (N

S)の小形の壷の口縁部である。 5は底部、 6• 8は

脹岡汀位以下、 7• 9 • 10は胴部上位以下が欠損して

し、る。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第5号竪穴

式住居跡を中堀VlI期に位置付けたい。

第 6号住居跡（第44図）

E-1 • 2グリッドで確認した。周辺は小穴や土城

などの遺構が密で、確認に手間取った。

住居の形状は長方形で、規模は長辺2.49m・短辺

l. 73m・深さ0.13mと非常に小さい。主軸方位は、 N

-90°-wであり、中堀遺跡では、 2例しかない西カ

マドである。

•.. 6 c:, 住居跡 ・出士遺物第44図 弟ぢ
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第 16表第 6号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 饒輯 色 調 残存 出土位置その他

1 高脚 台 椀 NS 13.8 61 7.2 普 通 灰 黄 100 

2 高台 付 椀 HS 13.9 6.9 6.1 普 通 にぶい 橙 60 

3 高 台付椀 H 10.7 50 58 良 好 にぶい橙 50 

4 高 台付椀 HS 107 B, E, G, I 良 好 R 黒 掲 95 

5 羽 B II a NS 192 2.5 普 通 灰 白 50 

カマドは、西壁やや北寄りに検出した。中堀遺跡で

は、カマドの焚き口部が狭い形態は特殊である。燃焼

部は、すべて竪穴外に造られる。燃焼部左寄りには高

台付椀が伏せられた状態で出土した。

遺構の切り合い関係は、第1号溝より新しかった。

遺物は、「荒馬□（令か今）」と読める文字を線刻し

た滑石製の紡錘車（6)が、北壁中央から出土した。

1から4は、須恵器 (1はNS、他はHS)の高台

付椀である。 1は、高脚高台付椀である。 5は、須恵

器 (NS)の羽釜である。 4は高台、 5は胴部下位以

下が欠損している。

以上、出士遺物 ・遺構の重複関係等から第6号竪穴

式住居跡を中堀lX期に位置付けたい。

第 7号住居跡（第45図）

E-1 • 2グリッドで確認した。遺構確認の作業中

に、カマドのみが検出された。遺構確認面が、床面に

相当すると考えた。

カマドは、地山を掘り残し袖を造る。右袖の先端に

は、袖石の抜き取り痕跡と思われる円形の窪みがみら

れた。燃焼部から焚き口部にかけては、楕円形の浅い

掘り込みがみられた。燃焼部のほぼ中央からは、須恵

器の高台付椀などが、口縁部を下にして三枚重ねた状

態で出土した。

第45図 第 7号住居跡 ・出土遺物

町

第 7号住居跡

1 暗褐色士 焼士粒子、炭化物を少痘含む粘性あり

2 暗褐色土焼土粒子を多且に含む （天井部崩落土）

3 暗灰褐色土 炭化物を多昼に含む （燃焼部底部）
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遺構の切り合い関係は、中世の溝より古かった。

1は、須恵器 (NS)の椀、 2から 4は、須恵器（H

S)の高台付椀である。 3は、口縁部と底部が欠損し

てし、る。

第17表第7号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 椀 NS 111 4.2 59 B. E. I 普 通 L 灰 黄 50 カマド

2 高台 付 椀 HS 10.8 4.4 6.4 B, E, I 普 通 R にぶい黄橙 100 

3 高脚高台付椀 HS 6.1 B, E, I 普 通 L にぶい黄橙 100 カマド

4 寓 台付椀 HS 10.1 4.0 4.9 B,E 普 通 R にぶい黄橙 100 
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第46図 第 8号住居跡 ・出土遺物
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第8号住居跡

1 暗褐色土 焼土、炭化物を少且含む粘性あり

2 暗掲色土 焼土粒子を紺降り状に含む

3 赤褐色土 焼土を多呈に含む（天井部崩落土）

4 黒色土炭化物層

5 灰焚褐色土 焼土、炭化物を少旦含む（竪穴機能特に堆

絞した屈）
2m 

6 暗褐色土 焼土を多凪に含む

7 赤色土 地山が被熱により赤色化
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以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第7号竪穴

式住居跡を中堀lV期に位置付けたい。

第 8号住居跡（第46図）

C-3グリッドで確認した。第9• 10号住居跡と重

複し確認されたが、他の遺構は疎らであった。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺3.93m・短辺

3.05m・深さ0.13mであった。

主軸方位は、 N-85°-Eであった。

カマドは、東壁の北東隅寄りに検出した。

袖は、検出されなかった。燃焼部の床面には、隅丸

7は胴部上位以下が欠損している。

8は、砥石である。

9は、棒状鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第8号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第 9 号住居跡（第47図•第48図）

C・D-3グリッドで確認した。第8• 10号住居跡

と重複し確認された。覆土上面が、確認面と同様の黒

色土であったため確認に手間取った。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺4.07m・短辺

方形の浅い掘り込みがあり、煙道部は、

段をもって移行していた。煙道部の先

端は、中世の溝に切られ不明ながらも、

残りは良好で、 地山をトンネル状に掘

り抜いてし、た。

遺構の切り合い関係は、第9局住居

跡より新しかった。

カマド前面から、羽釜（5)と灰釉

陶器の壷（7)が出土した。

1 • 2は、須恵器 (HS)の高台付

椀である。 3は、灰釉陶器の高台付椀

である。 4• 5は、須恵器 (HS)の

羽釜である。 6は、士師器の甕の底部

か。 7は、灰釉陶器の広口長頸壷であ

る。 口縁部から頸部にかけて、 内外面

に刷毛塗りがみられる。 1は底部、 2

は口縁部と高台、 3は口縁部と底部、

4は胴部下位以下、 5は胴部中位以下、

第47図第9号住居跡

呂0| 

A' 
A664 疇
第 9号住居跡

1 黒褐色土 焼土粒子、炭化粒子を少盤含み、白色粒子を

多且に含む

2 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子、白色粒子を少は含む

3 黒掲色土 1層に似るが焼土の混人がやや多い ゜
2m 

第18表 第8号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輯櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 高 台 付椀 HS 10.9 3.8 5.6 B, E, I 普 通 L にぶい褐 20 

2 高台付椀 HS 5.8 B,C,E 良 好 R 明 橙 70 底のみ

3 高台付椀 K 7.5 良 好 淡 灰 10 ただし転用硯

4 甑 C HS 26.2 3.6 B, C, D,I 良 好
外 一明赤褐

15 
内一明褐

5 羽 B II a HS 159 23 A. B, C, D, I 良 好 明灰褐 20 

6 甕底部 H 4.1 C, E,I, K 良 好 明 褐 80 

7 長頸壷 K 21.2 B 緑 灰 20 口縁部のみ
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2.94m・深さ0.34mであった。

主軸方位は、 N-128°-Eであった。

カマドは、東壁やや南寄りに検出した。住居内には、

カマドの構築材と考えられる拳大から人頭大の川原石

が散乱していた。また住居の覆上とカマドの覆土には

差が少なく、カマドは住居埋没以前に壊れていたと考

えたし ‘o

遺構の切り合い関係は、第8号住居跡、中世の溝よ

り古かった。

カマドの燃焼部内から黒色士器（4)が出土した。

1は、須恵器 (HS)、2は、須恵器（S)の高脚

高台付椀である。 3は、須恵器（HS)の高台付椀で

ある。 4は、内面に丁寧なヘラミガキと、黒色処理を

施した高台付椀である。 5は、灰釉陶器の高台付椀で

ある。 1は底部と高台、 2は口縁部と高台、 3• 4 • 

5は口縁部が欠損している。

6は、須恵器 (NS)の羽釜である。 7は、土師器

の甕の底部である。 8は、灰釉陶器の長頸壷である。

9は、平瓦である。 6は、胴部上位以下が欠損してい

る。 8は、底部のみである。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第9号竪穴

式住居跡を中堀lX期に位置付けたい。

第10号住居跡（第49図•第50図）

C-4グリッドで確認した。第8• 9号住居跡と重

複し確認された。

疇跡の形状は方形で、中世の溝に北西隅を切られ

る。規模は、長辺3.98m・短辺3.50m・深さ0.23mで

ある。階段状の幅0.3mの高まりが、カマド部分を除

く東壁の中央から南壁にかけ検出した。

第48図 第9号住居跡出土遺物
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第19表第9号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輻櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 高脚高台付椀 HS 14.8 B,C,E,K 良 好 R 明赤褐 30 

2 高脚高台付椀 s B.C,E,G 良 好 R 
外一明赤褐

100 
内一褐

3 高 台 付 椀 HS 6.8 B, C, D,E 良 好 R 明灰褐 60 

4 高 台 付 椀 黒色 77 B,E,H 良 好 R 
外一淡橙

80 
内 一灰白

5 高 台 付 椀 K 8.2 B 良 好 灰 色 30 

6 羽 B II b NS 19.2 1.8 B, C,I 良 好
外一灰褐

20 
内一暗灰褐

7 甕底 部 H 13.0 B,C,D,E,G,K 良 好 明赤褐 100 底部のみ

8 長頸 壷 K 13.9 良 好 底部のみ
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第49図 第10号住居跡
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第10号住居跡

1 褐色土 炭化物を多且に含み、砂利を少且含む

2 淡褐色土焼土、炭化物を少且含む粘性あり

3 暗茶色土焼土、炭化物を多位に含む粘性あり

4 黒褐色土 焼土粒子、炭化粒子を多且に含む

5 褐色土 焼土プロックを少屈含む

6 暗褐色土 焼土粒子、炭化粒子を多菰に含む

7 黒褐色土 焼土粒子を微只含む

8 黒褐色土 4屑に似るが焼土を多く含む

9 赤色土焼土府

10 灰黄褐色土 B軽石を多展に含む

II 黒褐色土 焼土を微屈含み、 B軽石を多盈に含む

゜
1m 

主軸方位は、 N-118°-Eであった。

カマドは、東壁の中央やや南寄りに検出

した。袖は、褐色上による造り付けたと考

えたが、明瞭に確認できなかった。燃焼部

は、円形の極く浅い窪みがあった。川原石

の支脚が、燃焼部内のやや左寄りから出上

したことから、二つ掛けと考えたい。

遺構の切り合いは、みられなかった。

覆土中より大醤の炭化物（材）が出士し、

いわゆる焼失住居跡と考えられる。

遺物は、カマド燃焼部内から、高台付椀

(10)、土師器甕（16)が出土した。そのほ

か、北東隅付近に坑が多く出士し、カマド

の前面から灰釉陶器の手付瓶 (14)が出士

した。また、冨壽神賓 (26• 27)が二枚重

なった状態で西壁南寄りから出土した。

1 • 2は、須恵器 (HS)の杯である。

3は、須恵器（HS)の椀である。 4から

7は、須恵器 (HS)の高台付椀である。

8から10は、須恵器（HS)の高脚高台付

椀である。 11は、灰釉陶器の高台付椀であ

る。 12は、緑釉陶器の高台付皿である。 7

は底部、 11は口縁部•底部・高台が欠損し

ている。 12は、口縁部破片である。 2は、

全体に漆が確認できる。 5は、外面口縁部

から高台にかけて黒色の付着物が確認でき

る。油煙の痕跡と考えられる。

13は、灰釉陶器の有蓋短頸壷の蓋である。

外面に丁寧に施釉されている。 14は、灰釉

陶器の手付瓶で胴部上半の施釉が下方へ向

かい垂れている。 15は、灰釉陶器の小形の

長頸壷の底部である。 14は、肩部以上が欠

損している。

16は、土師器の甕である。 17は、土師器

の羽釜である。 18は、土師器のロクロ甕で

ある。 19は須恵器 (NS)、20は土師器のそ

れぞれ羽釜の底部である。 21は、須恵器 (S)
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第50図 第10号住居跡出土遺物
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第20表 第 10号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 観轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 HS 11.6 4.3 4.9 B, E, I 良 好 L にぶい橙 90 

2 坪 HS 11.0 2.9 6.0 B, E, G,I 普 通 R 灰 黄褐 95 

3 椀 HS 10.6 36 5.5 B, E, G,I 普 通 R にぶい橙 80 

4 高台 付 椀 HS 12.2 5.1 5.8 B, E, G,I 良 好 R にぶい橙 80 

5 高台 付 椀 HS 10.9 4.6 5.2 B, I 良 好 L 橙 70 

6 高台 付 椀 HS 11.0 4.8 5.4 B,E,H 良 好 L 淡黄褐 100 

7 高 台 付 椀 HS 14.0 B, E, G, I 普 通 L にぶい橙 20 

8 高脚高台付椀 HS 160 B, E, I 良 好 R 橙 90 ， 高脚高台付椀 HS 14.8 62 7.3 B. E. I 普 通 L 橙 90 

10 高脚高台付椀 HS 14.3 6.5 7.7 B. E, I 良 好 L 橙 80 

11 高台 付 椀 K D 良 好 淡 灰 10 

12 高台 付 皿 M B 良 好 淡 緑

13 短頸壷蓋 K 13.5 4.4 D 良 好 淡 黄 緑 80 

14 手 付 瓶 K 7.1 20.8 13.4 D 良 好 淡灰 白 40 胴部上半欠損

15 長 頸 亜-Lム K 8.7 C,D 良 好 灰 褐 10 破片

16 A w b H 21.7 E,H 良 好 淡 橙 20 

17 土師羽釜 A H 29.4 2.0 B,E,H 良 好 浅黄橙 5 

18 ロク ロ 甕 H 20.6 D 普 通
赤味がかっ

30 胴上半のみ
た橙

19 羽 底 部 NS 7.6 B.E 良 好 灰 白 25 

20 羽 底 部 H 8.3 B,C,E,K 良 好 暗赤褐 25 

21 甕 s 14.1 G 良 好 暗黒褐 10 底部のみ

第21表 第 10号住居跡出土土錘観察表

番号 1 色 調 1残存率 1 長さ 1 径 1 穴径 1重さ(g)1 型式 1 欠損分類 1 写真番号 出土位置その他

22 I黄 橙 I 100 5
 

1.9 0.4 14.6 I C 1 I a llO 

の甕の底部である。 16は胴部中位以下、 17は胴部上位

以下、 18は胴部下位以下が欠損している。

22は、土錘である。 23から25は、鉄製品である。 23• 

24は棒状鉄製品、 25は座金具のついた釘と考えられる。

26 • 27は、ともに冨壽神賓（初鋳年81料笥である。

以上、出士遺物から第10号竪穴式住居跡を中堀珊期

に位置付けたい。

第11号住居跡（第51図）

D-3、E-3. 4グリッドで確認した。周辺の遺

構は疎らであり、確認は容易であった。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺3.73m• 短辺

2.54m・深さ0.23mであった。

主軸方位は、 N-114°-Eであった。

カマドは、検出されなかった。

遺構の切り合いは、みられなかった。

馬歯が西壁中央付近で出土した。

1から 4は、土師器の坑BVである。 5は須恵器（H

S)、6は須恵器 (NS)の杯である。 7は、須恵器

(HS)の大形の椀である。 8は、須恵器 (NS)の

高台付椀である。 9は、須恵器（NS)の高脚高台付

椀である。 5• 6は、底部のみである。 6は、内面の

み黒色処理が施されている。

10は、土師器の甕である。 11は、土師器台付甕の脚

台部である。 12は、須恵器 (NS)の羽釜の底部であ

る。 13は、須恵器（S)の長頸壷の底部である。底部

外面に墨痕が付いている。 10は、胴部上位以下が欠損

している。

14 • 15は、士錘である。

以上、出土遺物から第11号竪穴式住居跡を中堀珊期

に位置付けたい。
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第51図 第11号住居跡 ・出土遺物
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第22表第 11号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 B V H 12.2 3.6 53 D,E,F 良 好 淡 橙 40 

2 坪 B V H 11.5 3.7 5.3 B,D,E 普 通 淡 白橙 40 

3 坪 B V H 11.5 4.8 5.6 B,E,F 不 良 淡 橙 70 

4 杯 B V H 11.1 3.2 6 B,E, K 良 好 暗 橙 30 

5 杯 HS 5.1 B,E, H,I 良 好 R 
外ー暗褐

100 底部のみ
内ー淡 橙

外 一淡黄褐

6 杯 H 5.2 B,E,H 良 好 R 内と底部外 100 底部のみ

面ー黒

7 大 椀 HS 13.9 5.1 5.9 B,E,H 良 好 L 淡 橙 20 

8 高台付椀 NS 12.9 4.5 5.6 B,E 良 好 R 灰 白 70 ， 高脚高台付椀 NS 13.7 7.3 75 B,D,G,H 良 好 R 灰 白 70 

10 甕 A m b H 20.1 C,E,H 良 好 淡 橙 20 

11 台付甕底部 H 7.5 B,E,H 良 好 淡 橙 70 

12 羽底 部 NS 5.5 E,H 良 好 暗 赤 褐 100 底部のみ

13 壷底 部 s 13 B,E,H 良 好 灰 50 
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第23表第 11号住居跡出土土錘観察表□ :：色ふ v/ : I□率 I長さ

径

1.8 

1.0 言□［欠門口王ロ
II b I 377 

出土位置その他

第12号住居跡（第52図）

F・G-3グリッドで確認した。周辺は、中世の建

物群や小穴・土壊などの遺構が密集し、確認には非常

に手間取った。遺構の重複が激しく、また南側は調査

区外となるため、カマドの一部と東壁を検出しただけ

で、形状など不明な点が多い。

主軸方位は、 N-5°-Eであった。

カマドは北壁で検出した。

遺構の切り合い関係は、中世第9• 10号竪穴状遺構、

第13号住居跡より古かった。

遺物は、全て覆土中からの出土である。

1は、須恵器 (NS)の高台付椀である。 2は、灰

釉陶器の高台付皿である。 3は、士師器の甕である。

2は口縁部、 3は胴部上位以下が欠損している。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第12号竪穴

式住居跡を中堀V[期に位置付けたい。

第13号住居跡（第53図 • 第54図 •第55図 ）

F・G-3グリッドで確認した。周辺は、中世の建

物群や小穴・土壊などの遺構が密集し、確認に手間取

った。

第52図 第12号住居跡 ・出土遺物

住居跡の形状は、長方形で、規模は長辺4.77m・短

辺3.60m・深さ0.39mであった。

主軸方位は、 N-l17°-Eであ

3
4

↓
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＋
 

A_!6.4 土
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口
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o 1m 
I I ゜

10cm 

った。

カマドは、東壁の中央やや南寄

りに検出した。袖は、褐色土によ

って造り付けられていた。燃焼部

の掘り込みはみられなかった。段

をもってトソネル状の煙道に移行

していた。燃焼部中央には、支脚

の抜取り痕跡らしき窪みがみられ、

一つ掛けカマドと考えたい。また

燃焼部内から、カマド構築材の川

原石が出土した。

カマド右脇で住居あとの南東隅

には、貯蔵穴が検出された。長径

1. 39m・短径l.Om・床面からの深

第24表第 12号住居跡出土遺物観察表

了言::,7.1 □ 土
6.6 I B. E. I 

7.7 ID 

B.E 

焼成 I縦轄 I色 調 I残存 I 出土位置その他

灰

淡

明

R
 

好

好

好

良

良

良

白 40

灰 20

橙 10 I口縁部のみ
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第53図 第13号住居跡
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第 13号住居跡

1 暗褐色土焼土粒子、炭化物を微載含む固くしまって

いる

2 褐色土 焼土粒子、炭化物を多塁に含む遺物を多亙 I—

含む

3 黒色土 炭化物を多藍に含む（床面の敷きものが炭化し

たもの）

4 暗赤褐色土 焼土、炭を多慧に含む

5 暗赤褐色土焼土を少呈含み、炭を微最含む

6 暗黄褐色土焼土、白色粒子を少且含む

゜ 1m 
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さ0.22mの不整長方形であった。

遺構の切り合い関係は、中世第6号竪穴状遺構、第

18号掘立柱建物跡より古く、第12号住居跡より新しか

った。

遺物は、貯蔵穴内から羽釜 (6• 7)や切石 (10.

11)、砥石 (9)などが多く出土した。羽釜（7)は、

カマド内の破片と接合した。また切石は、カマドの袖

の補強材として使用されていた。これらの遺物は、カ

マド解体による廃材と考えられる。

1は、土師器の坑BVである。 2は、須恵器 (NS)

の椀である。

ある。

底部と高台、

3 • 4は、須恵器 (NS)の高台付椀で

5は、須恵器（HS)の高台付椀である。

4は高台が欠損している。

6から 8は、須恵器（NS)の羽釜である。

砥石である。 10• 11は、凝灰岩の切石である。

剖位以下、

3は

9は、

7は胴

8は胴部上位以下が欠損している、0

以上、出土遺物•遺構の重複関係等から第13号竪穴

式住居跡を中堀VIII期に位置付けたい。

第54図 第13号住居跡出土遺物 （1)
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第55図 第13号住居跡出土遺物（ 2)

第25表 第 13号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土

1 杯 B V H 125 4.2 4.3 B,E 

2 椀 NS 12.4 4.4 5.5 B.E.G 

3 高台付椀 NS 13.5 B. E. I 

4 高 台 付 椀 NS 12.6 B, E, I 

5 高 台 付 椀 HS 11.5 4.6 5.2 B, E, G, I 

6 羽AII aイ NS 20.4 2.4 A, B, C, D, G, I 

7 羽A I aイ NS 19.9 2.8 A.B.C.D.E.G 

8 羽 A I b NS 31.7 4.2 B, C, D,I 

第14号住居跡（第56図）

G-4グリッドで確認した。周辺は、小穴や土城が

密集し、確認に手間取ったが、覆土上面の火山灰をも

とに確認した。

住居跡の形状は、方形で、規模は長辺3.38m・短辺

3.27m ・深さ0.38mである。床面に小穴が三基検出さ

れ、長径方向に並ぶp1、P2が柱穴と考えられる。

11 

0 10cm 
I l 

焼成 観輯 色 調 残存 出土位置その他

普 通 淡 橙 30 

良 好 R にぶ い黄橙 40 

普 通 L 褐 灰 20 

良 好 R 灰 白 60 

普 通 R にぶい黄橙 90 

良 好 灰 褐 80 

良 好 灰 80 

良 好 灰 20 

主軸方位は、 N-102°-Eであった。

カマドは、東壁の中央南寄りに検出した。袖は短く、

地山を掘り残して構築していた。両袖の先端部分から、

補強材として使用された）II原石が出土した。燃焼部は、

浅い窪みがみられ、段をも って短い煙道に移行してい

た。煙出し部は、煙道の長さに比較し、大きく、 やや

深く掘り込まれていた。また、燃焼部内から川原石の
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第56図第14号住居跡 ・出土遺物
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第14号住居跡

1 黒褐色土 B軽石を少屈含む

2 暗褐色土焼土粒子、炭化物を多屈に含む 粘性あり

3 暗掲色土 焼土粒子、炭化物を微且含む

4 暗赤褐色土 焼土を多旦に含み、炭を少旦含む

5 黒色土 炭化物屑

6 暗黄褐色土 焼土粒子、 炭を多益に含む粘性あり
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第26表 第 14号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 r如nJ)ラ 底径 胎 ± 焼成 饒櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 B V H 11.7 39 4.1 B,E 不 良 暗茶 褐 40 

2 椀 NS 13.4 36 53 H 良 好 R 灰 白 25 

3 高 台 付 椀 NS 64 B,H 良 好 R 灰 褐 80 

4 耳 皿 s 4.9 B,E 不 良 淡 灰 50 

5 高 台 付 椀 K 152 46 71 B,D 良 好 暗い灰 40 

6 高 台 付 椀 K 6.1 D 良 好 暗 灰 20 

7 高 台 付 皿 M B 良 好 淡 緑 10 

8 壷 底部 K 8.0 B, D 良 好 淡緑灰 5 破片， 広口 壷 K B,D 良 好 淡緑灰 10 口縁のみ

10 小形鉢 HS 160 B,C,D 良 好
外 一明赤褐

15 
内 一明桃
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支脚が出士し、左に寄ることから、二つ掛けと考えた

し‘o

遺構の切り合い関係は、第20号掘立柱建物跡より古

かった。

遺物は、ほとんど覆上中からの出土である。

1は、士師器の杯BVである。 2は、須恵器 (NS)

の椀である。 3は、須恵器 (NS)の高台付椀である。

4は、須恵器（S)の耳皿である。 5• 6は、灰釉陶

器の高台付椀である。施釉は、漬け掛けである。 7は、

瓢陶器の高台付皿である。 8• 9も灰釉陶器であり、

8は長頸壷、 9は広口壷である。 10は、須恵器 (HS)

の小形の鉢である。 2• 5は底部、 3は口縁部、 6は

底部と口縁部、 10は胴部中位以下が欠損している。 7.

8は底部破片、 9は口縁部破片である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第14号竪穴

式住居跡を中堀VII期に位置付けたい。

第15号住居跡（第57図）

G-4•5 グリッドで確認した。周辺は小穴・士壊

第57図 第15号住居跡 ・出土遺物
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などが密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は方形で、規模は長辺2.60m・短辺

2.30m・深さ0.45mであった。

北西隅付近に、長径l.8mの楕円形の土壊を検出し

た。

主軸方位は、 N-162°-Wであった。

カマドは東壁に造られていたと思われる。第16号住

居跡に切られ、検出されなかった。

遺構の切り合い関係は、第16号住居跡より古く、第

43号土壊より新しかった。

遺物は非常に少ない。

1は、土師器の杯BVである。

以上、出士遺物・遺構の重複関係等から第15号竪穴

式住居跡を中堀V[期に位置付けたい。

第16号住居跡（第58図）

G-5グリッドで確認した。周辺は小穴・士壊など

崩竪集し、確認に手間取った。

住居の形状は方形で、規模は長辺3.73m・短辺3.00

m・ 深さ0.18mであった。南西隅から西壁にかけて、

幅約0.2mの壁溝を検出した。

主軸方位は、 N-10°-Eであった。

カマドは、東壁の南東隅付近で検出した。左袖相当

部分に川原石が補強材として使用されていた。また、

右袖がくびれていたのは、袖石を抜き取ったためかも

しれない。燃焼部の掘り込みはみられなかった。

遺構の切り合い関係は、第15号住居跡より新しかっ

た。

遺物は、カマド前面から土師器杯 (2 • 3 • 5)が

出士した。

1から7は土師器である。1から 3は、杯BVであ

る。 4から 7は、高脚高台付坊Bである。 8は、須恵

器 (HS)の椀である。 9は、灰釉陶器の高台付椀で

第27表 第 15号住居跡出士遺物観察表

番11i'j-|杯器 B 種 V|矛『 |:1: I門： I 鍔 1 ?7 1B :iE 土 1普 焼 ),:X::i!ii I庫 烏櫨 1暗色 調橙 1ダ:[ 1 出土位置その他
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第58図 第16号住居跡 ・出土遺物
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第16号住居跡

1 暗掲色土 焼土粒子、炭化物を多品に含む粘性あり

2 暗褐色土 焼土粒子、炭化物を微且含む粘性あり

3 暗茶褐色土焼土を微磁含む

4 暗褐色土 焼土、炭化物を少趾含む

5 赤褐色土 焼土主体

こ
三 □言冒

： 

言

ロコロ

こ

＼三壬三ご

： 

゜
10 cm 

第28表 第 16号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼 成 饒轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 B V H 124 4.5 61 B,E 普 通 淡 橙 90 

2 坪 B V H 11.8 42 4.2 B,E,F 不 良 暗 橙 100 カマ ド

3 坪 B V H 12.4 37 4.1 B,E,K 良 好 橙 90 カマ ド

4 裔開裔台付杯B H 14.0 6.3 7.6 B,E,F 不 良 黄 橙 80 

5 裔欝裔台付杯B H 13.7 5.9 7.7 B,D,E 普 通 淡 橙 100 カマ ド

6 高開裔台付杯B H 14.7 5.0 8.0 B,E,F 不 良 黄 橙 70 カマド

7 裔開裔台付杯B H 13.3 5.1 7.4 B,D,E 良 好 橙 40 カマ ド

8 椀 HS 11.7 4.0 5.7 B. E. I 普 通 R にぶい 橙 60 ， 高 台 付 椀 K 7.1 D 良 好 灰 30 

ある。9は、口縁部が欠損している。

以上、出土遺物•遺構の重複関係等から第16号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。
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第17号住居跡（第59図•第60図•第61 図）

H • I -4グリッドで確認した。周辺は小穴・土

城 ・住居跡などが密集し、確認に手間取った。

第18号住居跡に住居跡の大半を切られるため、形状

は不明である。わずかに残っている西壁部分の長さ

4.39m・深さ0.53mであった。

主軸方位は、 N-190°-Eであった。

遺構の切り合い関係は、第18号住居跡より古かった。

第29表 第17• 18号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 杯 A w H 11.9 3.5 7.2 B,D,E 

2 杯 A N H 12.2 32 7.6 B.D.E,H 

3 坪 A Il H 12.0 32 7.0 B,D,E,H 

4 坪 B H 11.9 4.2 5.5 B.C,E 

5 高 台 付 椀 H 12.9 5.4 5.4 B 

6 段 Jill K 8.4 D 

7 坪 A VI H 132 35 7.0 B,E 

8 坪 A VI H 12.9 35 6.6 B,E 

9 坪 A VI H 136 3.5 7.2 B.E 

10 坪 A VI H 12.8 6.6 B.E 

11 坪 A II H 12.1 3.5 6.2 B.C.D 

12 坪 A rr H 118 34 7.0 B, E, F 

13 坪 A II H 121 39 72 B,C,E 

14 坪 B 皿 H 11.7 38 70 B,E,H 

15 坪 A V H 11.7 39 60 B, E 

16 坪 A V H 11.6 3.4 8.0 B,E,H 

17 坪 A w H 120 32 7.5 B, E,F 

18 皿 II H 132 2.4 7.2 B,E 

19 皿 w H 12.6 2.1 63 B,E,H 

20 椀 NS 13.5 3.7 58 B,E 

21 椀 NS 13.3 4.1 6.2 B 

22 椀 s 11.7 4.0 55 B,G 

23 椀 NS 12.7 2.8 6.3 B, E, I 

24 椀 NS 12.6 2.6 6.8 B, I 

25 高 台付椀 s 12.7 4.9 6.3 B, D, I 

26 高 台 付 椀 HS 16.0 B, I 

27 高 台付椀 K 86 B 

28 高台 付 椀 K 7.9 B 

29 高 台 付 皿 K 5.9 B,D 

30 高 台付椀 白磁

31 甕 B II b H 199 257 3.4 B,C,E 

32 甕 B II a HS 194 B,C,E,H 

33 四耳壷 s 9.9 19.9 4.8 B,D,G 

34 大 甕 s B,D,G 

土

遺物は、杯が壁際から出土した。

1から4は、士師器の坑である。 1• 2 • 4は、江

AN、3は、杯A]Iである。 5は、須恵器 (HS)の

高台付椀である。 6は、灰釉陶器の段皿である。底部

外面に「南南」と朱墨されている。施釉は、内外面と

も刷毛塗りである。 6は、 口縁が欠損している。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第17号竪穴

式住居跡を中堀N期に位置付けたい。

焼成 輛輔 色 調 残存 出土位置その他

普 通 黄 橙 100 

不 良 橙 100 

普 通 淡黄橙 100 

普 通 淡 橙 80 

良 好 灰 50 

良 好 淡灰黄 70 口縁欠損

普 通 淡黄橙 90 

不 良 黒 褐 100 口縁一部欠損

普 通 乳 灰 40 

普 通 暗黄褐 20 

普 通 淡灰 黄 60 カマド

不 良 明 黄橙 40 下層

不 良 黄 橙 60 下層

普 通 淡 黄橙 100 

普 通 淡 茶 40 カマド

不 良 暗灰褐 100 

普 通 淡 橙 30 

普 通 し一—· げ 茶 80 

良 好 橙 100 カマド

良 好 R 灰 60 

良 好 R 灰 25 

良 好 R 青灰褐 25 カマド

良 好 L 灰 黄 100 カマド

良 好 L 灰 90 

良 好 灰 10 下層

普 通 灰 黄 30 

良 好 淡 灰 10 

良 好 暗 灰 20 転用硯

良 好 淡 灰 30 

良 好 白 10 

外ー ロ縁部、灰
褐。頸部以下一
朋掲内一胴中

100 カマド
位・ ロ縁、朋
掲底部，胴中

位、淡橙

良 好 R 浅黄橙 50 カマド

良 好 青 灰 80 

青 灰 20 
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第59図 第17• 18号住居跡 ・出土遺物 （1）
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疇 第 18号住居跡

ヽ 1 暗灰褐色土焼土、炭化物、 B軽石を多且に含み、

白色粒子を少丘含む

2 暗灰褐色土焼土、白色粒子を少旦含む

3 暗灰褐色土焼土プロックを少羹含み、炭化物、

白色粒子を多且に含む

4 暗灰掲色土 焼土を少屎含み、白色粒子を多盈に

含む

5 暗灰掲色土 焼土、炭化物を多且に含み、白色粒

子を多只に含む

6 暗褐色士 炭化材を多気に含み、炭化粒子を少g

含む

7 暗褐色土 焼土プロックを多裁に含む

8 暗灰掲色土 焼土を多磁に含み、炭化物を少位含

冑 む̀ 9 暗褐色土焼土粒子、炭化物を多旦に含む

10 蕪褐色土炭化物屑

11 暗灰褐色土 焼土を微豆含む

12 赤掲色土 地山が被熱により赤色化

13 暗灰褐色土 焼土を微旦含み、白色粒子を多泣に

含む
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第60図 第17• 18号住居跡出土遺物 (2)
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第18号住居跡（第59図•第60図•第61 図）

H・I-4・5グリッドで確認した。周辺は小穴・

土壊・住居跡など遺構が密集しており確認に手間取っ

た。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺5.20m、短辺

2. 71m、深さ0.50mであった。東壁を除き、幅約0.3m

の壁溝を検出した。住居覆土の最下層 (6層）に多量

の炭化材を含んでいた。また壁面がかなり焼けていた

ことから、焼失住居跡と考えられた。

主軸方位は、 N-99°-Eであった。

カマドは、東壁やや南寄りに検出した。煙道先端を

中世第16号竪穴状遺構に切られたが、残存状態は良好

で、長さ1.3mにもおよぶ地山を掘り抜いた煙道を確

認できた。左袖は、地山を掘り残して構築されていた

が、右袖は、住居の壁をそのまま利用していた。いわ

ゆる「片袖型」といわれる型式である。右袖に当たる

部分には、切石が使用されていた。燃焼部に掘り込み

はみられず、段をもって煙道部に移行していた。焚き

口部の前面には、不整円形の浅い掘り込みがみられた。

カマドの燃焼部内からは、土師器甕（31)がカマド

にかけられた状態で出土し、甕の中には、土師器皿

(19)が入っていた。甕が左側に寄っていたことから

二つ掛けと考えたい。

遺構の切り合い関係は、中世第16号竪穴状遺構、第

19 • 20号住居跡、第46号土城より古く、第17号住居跡

第61図 第17• 18号住居跡出土遺物（ 3)

9

□
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じ
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0 2cm 
l l 

より新しかった。

遺物は、覆土中・床面から多贔に出土した。とくに

覆土中から白磁片 (30)が出土した。また、住居跡の

ほぼ中央の床面から線刻のある滑石製紡錘車 (35)が

出土した。

7から17は、土師器の杯である。 7から10は、杯A

Wである。 11から13は、杯AIIである。 14は、杯BIII

である。 15• 16は、杯AVである。 17は、杯AlVであ

る。 18は、皿IIである。 19は、皿1Vである。 10• 17は、

底部が欠損している。 8は、内面のみ黒色処理が施さ

れている。

20から23は坑、 24は皿、 25• 26は、高台付椀である。

20 • 21 • 23 • 24は、須恵器 (NS)である。 22• 25は、

須恵器（S)である。 26は、須恵器 (HS)である。

21 • 22 • 25は底部、 26は底部と高台が欠損している。

27から29は、灰釉陶器の高台付椀である。 30は、玉

縁口縁の中国産（ケイ州窯）の白磁である。 27から29

は、底部のみである。 30は、口縁部破片である。

31 • 32は、土師器の甕である。 33は、肩部に付けら

れた凸帯の四箇所に、把手の付く須恵器（S)の四耳

壷のである。 34は、須恵器（S)の大甕の底部である。

32はH囲邪下位以下、 33は底部が欠損している。

35は、石製の刻字紡錘車であり、紡錘車の下側傾斜

面に「榎下 □□ （具）口（具）」と判読できる文字

が刻まれている。 36• 37は、鉄製品である。 36は延べ

板状鉄製品、 37は棒状鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第18号竪穴

式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

第19号住居跡（第62図•第63図）

H-4. 5 グリッドで確認した。周辺は、小穴•土

壊・疇跡など遺構が密集し、確認に手問取った。

住居の形状は長方形で、規模は長辺4.1m ・短辺

3.54m・深さ0.25mであった。中央やや南寄りに、径

1 mのオ整円形の土城と小穴を検出した。

主軸方位は、 N-115°-Eであった。

カマドは、第20号住居跡に切られていた。南東隅に
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第62図第19号住居跡
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第 19号住居跡

1 暗灰掲色土 焼土、炭化物を少且含み、

＼ ¥ A' 
白色粒子を多且に含む

呵I 饂 し I虚弓1
2 暗灰褐色土 焼土、白色粒子を少且含

み、炭化物を微屎含む

3 暗灰褐色土 焼土を多羹に含み、炭化

物を微且含み、白色粒子を少蓋含む

4 暗灰褐色土焼土、炭化粒子を微瓦含
A 66 4 A' 

み、白色粒子を少龍含む

0 50cm 
| l 

A
-

0 1m 
l l 

不整円形の貯蔵穴が存在していたことから、西壁に造

られていたと考えられる。

遺構の切り合い関係は、中世第15号竪穴状遺構、第

20号住居跡より古く、第18号住居跡より新しかった。

遺物は、床面および貯蔵穴から多量に出士した。貯

蔵穴内からは、土師器杯（5• 7 • 8 • 17 • 21) 5点

がまとまって出土した。さらに覆土上層から馬骨が、

ほぼ一頭分出土した。住居跡の埋没途中にできた窪み

を利用して埋葬されたと考えた 00762図）。

1から22は、士師器である。 1• 3は、杯B]Iであ

る。 他は、杯BVである。 19から22は、高脚高台付杯

Bである。 23から27は、須恵器 (NS)である。 23は、

椀であり、他は、高台付椀である。 20は高台、 21は底

部と高台、 22• 24は底部、 26• 27は口縁部が欠損して

し、る。

28から30は、灰釉陶器である。 28は高台付皿、 29は

高台付椀である。 30は、小瓶であろう。 28から30は、

底部のみである。

31は、須恵器 (NS)の長頸壷であろう。 32は、須

恵器 (HS)の羽釜である。 31は、底部のみである。

32は、底部が欠損している。

34 • 34は、土錘である。

以上、出土遺物 ・遺構の重複関係等から第19号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第30表 第 19号住居跡出士遺物観察表 （1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 鞘轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 B II H 11.1 3.5 4.8 B,E,F 良 好 淡 橙 90 

2 坪 B V H 10.8 4.1 3.6 B,E,H 普 通 淡は だ 70 

3 坪 B II H 11.7 3.7 4.5 B,E,F 普 通 赤 橙 90 

4 坪 B V H 11.0 3.9 4.0 B,E 普 通 暗 橙 100 
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第63図 第19号住居跡出士遺物
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第31表 第 19号住居跡出士遺物観察表 (2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輯麒 色 調 残存 出土位置その他

5 坪 B V H 10.9 4.1 4.4 B.E.F 普 通 淡 茶 100 

6 坪 B V H 11.8 3.9 3.9 B,D,E 良 好 淡 橙 70 

7 坪 B V H 10.9 4.0 5.1 B,E 普 通 淡 黄 橙 100 

8 坪 B V H 11.4 39 5.6 B,E.H 良 好 暗 橙 100 ， 杯 B V H 11.3 4.0 5.0 B,E,H 普 通 黄 褐 20 下層

10 坪 B V H 11.3 4.1 4.9 B,E.H 不 良 黄 橙 40 下層

11 坪 B V H 11.1 40 53 B,D,E,H 普 通 淡 橙 90 

12 坪 B V H 11.8 4.0 5.9 B,E 普 通 橙 100 口縁一部欠損

13 均 B V H 11.9 4.5 54 B,E,H 普 通 暗 橙 70 

14 杯 B V H 119 41 5.5 B,E,H 普 通 暗茶褐 100 

15 杯 B V H 11.8 4.2 5.1 B,E,H 普 通 暗茶褐 90 口縁一部欠

16 坪 B V H 11.7 4.3 5.5 B,E,G 不 良 橙 80 

17 坪 B V H 12.5 4.4 5.6 B,E 普 通 淡 橙 90 口縁一部欠損

18 坪 B V H 12.1 4.0 4.5 B,E,H 普 通 淡 橙 40 

19 裔槻裔台付妬B H 13.8 5.5 9.3 B,E,H 普 通 淡 橙 70 

20 裔関高台付杯B H 14.1 B,E 良 好 赤 橙 80 

21 裔拇裔台付沐B H 13.4 B,E,F 不 良 橙 30 

22 坪 B H 13.8 B,E,F 不 良 橙 10 破片

23 椀 NS 12.4 3.9 62 B, E, I 良 好 R 褐 灰 100 

24 椀 NS 14.7 E, I 普 通 褐 灰 20 

25 高 台 付 椀 NS 10.9 4.6 6.0 A,B.E,H 良 好 R 灰 白 50 

26 高 台 付 椀 NS 6.1 B,H 良 好 R 灰 白 100 底部

淡黄褐。底

27 高 台 付 椀 NS 6.0 B,E,H 良 好 R 面・体部下 100 底部
半ー黒

28 高 台 付 椀 K 6.4 B,D 不 良 淡 灰 20 

29 高 台 付 椀 K 6.8 B,D 良 好 淡 灰 20 

30 壷 K 3.7 D 良 好 明 灰 10 

31 壷底部 NS 12.7 B,H 良 好 R 
外一淡橙。

30 
内 一灰白

32 甑 C HS 225 3.4 B,E,G,K 良 好
外 一明赤褐

20 
内 一明褐

33 大 甕 s B 良 好 灰 10 

第32表 第19号住居跡出土土錘観察表

番号 1 色 調 1残存率 1 長さ 1 径 1 穴径 1重さ(g)1 型式 1 欠損分類 1 写真番号 出土位置その他
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第20号住居跡（第64図•第65図•第66図）

H-5グリッドで確認した。周辺は、小穴・土城・

住居跡などの遺構が密集し、確認に手間取った。

住居の形状は長方形で、規模は長辺4.60m・短辺

3.19m・深さ0.29mであった。

主軸方位は、 N-116°-Eであった。

カマドは、東壁の南東隅寄りに検出した。袖は、地

山を掘り残して構築していた。燃焼部には、掘り込み

はなく、ゆるい段をもって煙道部に移行する。煙道部

は、長さ 1mを超える長い煙道であった。焚き口部前

面には、楕円形の掘り込みがあった。またカマド右袖

付近からカマドの構築材であった）1|原石がまとま って

出土した。

遺構の切り合い関係は、第18• 19局住居跡、第99号

土壊より新しかった。

遺物は、カマド燃焼部から土師器甕（30• 31 • 32 • 

33 • 36)などが多量に出士した。そのほか、カマド前

面の床面から須恵器坊が6点出土した。

1から 8は、土師器である。 4• 5は、坑Bだが、

それ以外は、杯BVである。 4• 5は、底部が欠損し
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第64図 第20号住居跡 ている。

呵

入ク、も
¢: 
らん

□ 1 0 27 

@ 22 II公

ゃ` 7

~6 

畠
゜

、8 町

マ・9
9
9

。I

A_§_6.4 A' 

＜忠
ra

9から18は、椀である。 9は須

恵器 (S)、10から12• 14 • 15 • 18 

は、須恵器（HS)、他は須恵器

(NS)である。 19から24は、須

恵器（NS)の高台付椀である。

19は、底部外面に墨書「床」がみ

られる。 25から28は、須恵器 (N

S)の高脚高台付椀である。 12• 

18は底部、 23は高台、 24• 28はロ

縁部が欠損している、。 11• 12は

内面体部、 22は内面口縁部に黒色

の付着物が確認できる。 12• 22は、

油煙の痕跡と考えられる。

29から36は、土師器の甕である。

37は、須恵器（HS)の羽釜であ

る。 29• 30は胴部下位以下、 31か

2m ら35• 37は胴部上位以下が欠損し

ている。 36は底部のみである。

38から43は、平瓦である。

以上、出土遺物・遺構の重複関

第20号住居跡

1 暗灰褐色土焼土を

少泣含む

2 暗灰褐色土炭化物

を少盈含む

3 黒色土炭化材主体 傾；急芦力刈ら第20号竪勺℃式住居跡を中
4 暗灰褐色土炭化物

を少旦含む 坑BVIII其月に位置付けたい。
5 暗灰褐色土 白色粒

子を多足に含む

6 暗褐色土焼士を微

鯰む 第21号住居跡（第67図）
7 暗灰褐色土焼土を

少呈含む H-4グリッドで確認した。周

辺は、遺構が密集し、確認に手間

取った。また、遺構の重複が激し

く、西側は調査区外のため、わず

かにカマドと南壁を検出した。残

存部の深さは、 0.61mであった。

主軸方位は、 N-118°-Eであ

゜
1m 

った。

カマドは、東壁の南寄りに検出

した。燃焼部から煙道部には、段

をもって移行していた。

遺構の切り合い関係は、第22号
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第65図 第20号住居跡出土遺物 （1)
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第66図 第20号住居跡出土遺物（ 2)
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第 33表 第20号住居跡出土遺物観察表 （1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輔輯 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 B V H 12.6 4.3 3.5 B.E.H 普 通 淡 橙 50 

2 杯 B V H 12.8 4.0 49 B,E,H 普 通 赤 橙 40 

3 坪 B V H 11.4 4.0 3.9 B,E,F 普 通 橙 80 

4 杯 B H 128 B.E 普 通 暗 褐 20 

5 杯 B H 13.4 B,E,H 普 通 淡 橙 30 

6 坪 B V H 11.2 3.7 4.7 B,E,H 不 良 褐 50 

7 坪 B V H 11.7 3.7 59 B,D,E 良 好 淡 橙 100 カマド

8 坪 B V H 11.1 4.6 3.9 B,E,F 普 通 こ げ 茶 100 カマド

9 椀 S 12.4 37 54 B, I 良 好 R 灰 80 下層

10 椀 HS 13.1 3.4 5.5 B,E,H 良 好 R 淡 橙 60 

11 椀 H 11.0 3.1 59 B,E,H 良 好 R 淡 橙 30 

12 椀 HS 127 3.8 6.4 B, E, I 良 好 R にぶい橙 40 

13 椀 NS 11.4 4.1 5.1 B, E, I 普 通 R 灰 黄 50 

14 椀 HS 11.0 3.9 5.0 B, E, I 普 通 R にぶい黄橙 50 カマド

15 椀 HS 12.2 4.4 63 C,F 普 通 淡灰褐 100 

16 椀 NS 11.9 4.2 4.9 B.E 良 好 R 灰 白 30 

17 椀 NS 13.8 5.1 6.2 B, E, I 良 好 L にぶい黄橙 100 

18 椀 HS 14.8 B,D,E 良 好 R 灰 白 25 カマド
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第34表 第20号住居跡出土遺物観察表 （2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛輯 色 調 残存 出土位置その他

19 高台 付椀 NS 11.7 48 6.2 B,E,H 良 好 R 灰 白 60 墨書「床」

20 高台 付椀 NS 11.5 4.7 5.3 E, G, I 良 好 L にぶい橙 80 カマド

21 高台 付椀 NS 12.0 45 5.8 B, E, I 普 通 R 灰 白 70 

22 高 台 付 椀 NS 12.1 4.2 5.0 B, E, I 良 好 R 灰 75 

23 高台 付椀 NS 11.9 B,E,G 普 通 R 灰 白 20 カマド

24 高台 付椀 NS 6.9 B,E,H 良 好 L 灰 白 60 

25 高脚高台付椀 NS 14.5 69 9.1 E, H,I 普 通 やや淡い橙 90 

26 高脚高台付椀 NS 14.4 7.1 8.5 B,E 良 好 L 灰 白 100 

27 高脚高台付椀 NS 13.6 6.6 8.2 B, E. I 良 好 L 灰 100 

28 高脚高台付椀 NS 7.9 B,E 良 好 R 灰 白 20 カマド

29 甕 B W c H 209 B,D,E 良 好 淡 橙 25 カマド

30 甕 A m b H 19.8 B,E 良 好 橙 30 カマド

31 甕 A m c H 18.9 E,H 良 好 淡 橙 25 カマド

32 甕 A IV C H 21.6 良 好 淡 橙 25 

33 甕 A ill d H 205 B.E,H 良 好 淡 橙 15 カマド

34 甕 A 皿 d H 234 D, E,I 良 好 明赤褐 20 

35 甕 A m d H 22.9 良 好 明赤褐 30 カマド

36 甕底部 H 3.2 E, G, H 良 好 明赤 褐 100 底部。カマド

37 羽AII aロ HS 218 2.8 B,C,E,H 良 好 淡 橙 25 カマド

第35表 第 20号住居跡出士瓦観察表

番号 種類 焼成 凸面 凹面 側面

38 平瓦 還元炎 刷り消し 布 2 面面取り

39 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 1 面面取り

40 平瓦 中 間 刷り消し 布 1 面面取り

41 平瓦 中 間 刷り消し 布

42 平瓦 中 間 刷り消し 布

43 平瓦 中 間 刷り消し 布

住居跡よりも古かった。

遺物は、カマド内から土師器、須恵器の破片が少量

出土した。図示できる遺物はない。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第21号竪穴

式住居跡の時期を決定することは不可能であった。

第67図 第21号住居跡
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第22号住居跡（第68図）

H-4グリッドで確認した。周辺は遺構が密集し、

確認に手間取った。西側が調査区外のため、全容は不

明だが、形状は長方形と思われる。規模は、短辺2.94

m・深さ0.08mであった。

主軸方位は、 N-112°-Eであった。

カマドは、東壁の南東隅寄りに検出した。焚き口部

の両脇から、補強材として使用された）1|原石が出上し

たことから、袖は造られなかったと考えられる。燃焼

部の掘り込みはみられなかった。

貯蔵穴は、カマド右脇の南東隅で検出した。長径

0.79m・短径0.5m・深さ0.15mで浅い皿状であった。

遺構の切り合い関係は、第39号住居跡より古く、第

21号住居跡より新しかった。

1 • 2は、士師器である。 1は杯B]I、 2は、高脚

高台付椀である。 3は、須恵器 (HS)の大形の高台

付椀である。 4は、須恵器（NS)の高台付椀である。

5は、小形の灰釉陶器の高台付椀である。 2は口縁部

と底部と高台、 3は口縁部、 5は口縁部と底部が欠損

している。 4は底部のみである。

6は、土師器の甕である。 7は、士師器の鉢である。

8は、須恵器 (S)の甕である。 6• 7は胴部上位以

第68図 第22号住居跡・出土遺物

呵

UI ぃ ＼＼土‘

キ`呑． 
05  / /  

自

A 66 1 A‘ 

二 冒 冒 冒 二 。 1m 

呵

m-

9
 
8
 

A 66.2 

三

A' 

／ 三三三三 ~cm

A 66.2 A' 

第22号住居跡

1 暗褐色土焼土、炭化物を微呈含み、 B軽石を少且含む

砂質

2 暗褐色土 炭化物を多且に含み、黄褐色の粘性のあるプ

ロックを多呈に含む

3 黄褐色土 炭化物を多凪に含む
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第36表 第 22号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 上 焼成 輛輯 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 B II H 11.6 3.6 41 B,D,E 普 通 賠 褐 30 

2 高 台 付 椀 H E,H,K 普 通 暗こげ茶 20 

3 高 台付椀 HS 68 B,E,H 良 好 R 浅黄 橙 25 

4 高 台 付 椀 NS 59 B,E 良 好 R 青灰褐 50 

5 高台付椀 K B 良 好 淡 灰 30 

6 甕 A 皿 c H 239 B,E 良 好
外 一淡黄褐

20 
内 一淡橙

7 甕 A IV C H 22.9 B,E,H 良 好 淡 橙 15 

8 須恵甕 s B,G 良 好 青灰褐 20 

下、 8は口縁部と胴部上位以下が欠損している。

9 • 10は、平瓦である。

以上、出上遺物 ・遺構の重複関係等から第22号竪穴

式住居跡を中堀w期に位置付けたい。

第37表 第 22号住居跡出土瓦観察表

番号 1種類 1 ：1ヒ： I刷凸り 1：し 1 凹布面 1 1面側面：り

酸化炎 I刷り消し 布

第23号住居跡（第69図•第70図）

H • I -4グリッドで確認した。周辺には小穴や住

居跡が密集していた。覆士の色調が遺構確認面の色調

と似たため確認に手間取った。

西側は調査区外のため全容は不明であったが、形状

は長方形と思われる。規模は、短辺3.67m・深さ0.22

mである。壁溝は東壁と北壁の一部に幅30cm検出した。

主軸方位は、 N-4°-Eであった。

カマドは検出できなかったが、中央やや西寄りに径

0.48mの地床炉を検出できた。地床炉だけの平安時代

の住居は、遺跡内の唯一の例である。

遺構の切り合いは、みられなかった。

第38表 第23号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 瞬轄 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A V H 12.4 35 8.7 B,E,H 普 通 淡 橙 40 

2 杯 A V H 121 33 87 B,D,E 不 良 淡 橙 80 

3 坪 A V H 12.7 34 85 B,D,E 普 通 淡黄褐 100 

4 坪 A V H 12.5 3.4 9.0 B,D,E 普 通 淡 橙 90 

5 坪 A V H 12.2 31 70 B,C,E,F 不 良 淡 黄 60 

6 坪 A V H 12.8 39 80 B,E 普 通 淡黄褐 60 

7 坪 A V H 12.3 8.0 B,E 不 良 淡黄 褐 30 

8 坪 A V H 12.9 90 B,E,H 普 通 黄 褐 50 ， 皿 H 13.2 2.3 8.0 B,D,E,F 普 通 黄 褐 60 

10 椀 s 11.5 2.6 6.2 B,E 良 好 青灰 褐 50 

11 高 台付椀 NS 7.5 B, I 良 好 灰 20 

12 高 台 付 椀 NS 14.5 5.2 7.0 B, I 良 好 灰 白 ・灰 60 

13 高 台 付 椀 NS 14.8 4.0 6.1 B, E, I 普 通 灰 白 90 

14 高 台 付 椀 NS 17.3 6.4 7.9 B,K 良 好 青 灰 20 

15 高 台 付 椀 NS 165 B, E, I 良 好 灰 白 5 

16 高 台 付 椀 NS B, E, I 普 通 灰 50 

17 高 台 付 椀 NS 5.3 B, E, I 普 通 灰 黄 30 

18 蓋 HS 128 1.7 5.7 B 良 好 灰 70 

19 蓋 HS 14.1 1.7 6.4 B, E, I 良 好 にぶい黄橙 40 

20 高 台 付 椀 K 131 4.8 6.3 D 良 好 淡 灰 40 
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第69図 第23号住居跡 ・出士遺物（ 1)
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第23号住居跡

1 暗灰褐色土 焼土、炭化粒子を少盈含み、白色粒子を多

菰に含む

2 暗灰褐色土 炭化粒子を微旦含み、白色粒子を多屈含む

3 暗灰褐色土 焼土、炭化物を少屎含み、白色粒子を多月~

に含む

4 暗灰褐色土 白色粒子を多品に含み、砂利を少品含む

5 赤掲色土焼土屈

6 暗灰褐色土 焼土、炭化物を微屈含む

7 暗灰褐色土 炭化物を微只含む
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第70図 第23号住居跡出土遺物 (2)

／五

こニニニニコ

＼ 
24 

ロロロ

地床炉跡の北側から瓦 (21• 22)が出土し、住居北

側から須恵器高台付椀(12• 13) •瓦 （24) が出土し

た。

lから8は、土師器の杯AVである。 9は、土師器

の皿である。 10は、須恵器 （S)の皿である。 11から

23までは、高台付椀である。 11• 14は須恵器 （S）、

他は、須恵器 (NS)である。 7• 8は底部、 11はロ

縁部と底部、 14は底部、 15は底部と高台、 16は口縁部

と高台、 17は口縁部が欠損している。

18は須恵器 （S）、19は、須恵器 (NS)の蓋であ

る。 20は、灰釉陶器の高台付椀である。

21から27は、平瓦である。

以上、出土遺物から第23号竪穴式住居跡を中堀N期

に位置付けたい。

第39表 第23号住居跡出土瓦観察表

番号 種類 焼成 凸面 凹 面 側面

21 丸瓦 酸化炎 刷り消し 布 2 面面取り

22 平瓦 酸化炎 刷り消し 布 2 面面取り

23 平瓦 還元炎 刷 り消し 布 2 面面取り

24 平瓦 酸化炎 刷 り消し 布 1 面 面取り

25 平瓦 酸化炎 刷 り消し 布 1 面 面取 り

26 平瓦 酸化炎 刷 り消し 布

27 平瓦 酸化炎 刷り消し 布

こニニニニニ
25 

.9 

7
 

2
 

）

一

亡ニニニ］ ゜
10cm 

第24号住居跡 （第71図）

1-4グリッドで確認した。周辺は住居の重複が激

しく、第25号住居跡の床面精査中に検出した。

第26号住居跡が住居の西側をに切るため、全容は不

明だが、形状は方形と思われる。規模は短辺2.87m• 

第71図 第24号住居跡・出土遺物
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第72図 第25号住居跡・出土遺物
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1 褐色土 焼土を微屈含む CB軽石主体）

2 黒褐色土 B軽石主体

3 黒褐色土焼土を含む粘性あり

4 掲色土焼土、炭化物を含む粘性あり

5 褐色土 焼土プロックを微は含む

6 褐色士焼土、炭化物を少且含む

7 暗褐色土 B軽石を少且含む

8 暗掲色土 焼土粒子、炭化粒子を少且含む

9 暗褐色土焼土粒子、炭化粒子を多洪に含む
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第40表 第24号住居跡出士遺物観察表

番号

1 

器種

高 台 付椀

種別

NS 

口径

11.6 

器高

4.2 

鍔 底径

6.4 

胎

B, C, E, I 

土

一良

焼 成

好

輛櫨 色調

明赤 褐

残存

90 

出土位置その他

第41表 第25号住居跡出土土錘観察表

番号

11 

色 調

浅黄橙

残存率

100 

長さ

4.6 

径

1.9 

穴径

0.4 

重さ(g)

11.7 

型 式

BI 

欠損分類

I a 

写真番号

45 

出土位置その他
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深さ0.19mであった。北東隅と南壁に壁溝を幅30cm検

出した。南東寄りには小穴が 1基検出できた。

主軸方位は、 N-10°-Eであった。

カマドの大半は、燃焼部の掘り込のみを確認できた

だけであった。

遺構の切り合い関係は、第25• 26号住居跡より古か

った。

遺物は、カマド燃焼部内から須恵器 (NS)の高台

付椀（ 1)が出土した。遺物は、口縁部から底部にか

けて黒色の付着物が確認できる。油煙の痕跡と考えら

れる。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第24号竪穴

式住居跡を中堀圃期に位置付けたい。

第25号住居跡（第72図）

I -4グリッドで確認した。周辺は住居の重複が激

しく、確認に手間取った。

西側を第26号住居跡に、南側を第27号住居跡に切ら

れるため、全容は不明であった。残存部の深さは0.45

mであった。壁溝は、北壁に幅20cm認められた。

主軸方位は、 N-97-Eであった。

カマドは、東壁で検出できた。袖は、明確に検出さ

れず、右袖の先端部分に袖石の抜き取り痕跡である円

形の窪みがみられた。そのため、造り付けカマドであ

ったと考えられた。燃焼部の掘 り込みは確認できなか

った。燃焼部内から構築材である大形の川原石がまと

第43表 第25号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 坪 A w H 11.2 28 6.3 B,F 

土

2 椀 HS 5.4 B, C, E, G, I 

3 高 台付椀 NS 6.6 B, E, I 

4 高脚高台付椀 HS 8.0 B,E 

5 高脚高台付椀 HS 7.0 B, E, I 

6 壷 HS 78 B.C,E,H 

7 段 皿 M B 

8 台付甕 H 86 B,D,E ， 羽AJI bイ H 278 18 A, B, C, G, I 

10 長頸 壷 K 11.0 D 

まって出土した。

遺構の切り合い関係は、第26• 27号住居跡より古く、

第25号住居跡より新しかった。

1は、土師器の杯ANである。 2は、須恵器 (HS)

の椀である。 3は、須恵器 (NS)の高台付椀である。

4 • 5は、須恵器（HS)の高脚高台付椀である。 2

は口縁部、 3は口縁部と底部が欠損している。 4• 5 

は、底部のみである。 5は、 内面のみ黒色処理が施さ

れている。

6は、須恵器（HS)の壷の底部である。 7は、緑

釉陶器の段皿である。 8は、士師器の台付甕である。

9は、土師器の羽釜である。 10は、灰釉陶器の長頸壷

である。 7は体部破片、 8は台部のみである。 9は胴

部中位以下、 10は口縁部と底部が欠損している。

11は、上錘である。 12は、平瓦である。

以上、 出土遺物・遺構の重複関係等から第25号竪穴

式住居跡を中堀VII期に位置付けたい。

第26号住居跡（第73図）

I -4グリッドで確認した。周辺は住居の重複が激

しく、確認に手間取った。

西半分は調査区外のため全容は不明であった。規模

第42表 第25号住居跡出土瓦観察表

::I:: I :1こI刷凸り 1：し1凹布面 1 1 ：J面：．り

焼成 輛轄 色 調 残存 出土位置その他

良 好 暗 橙 30 

良 好 R 灰 60 

良 好 R 
外一灰褐

20 
内 一灰白

良 好 R 淡 橙 40 

普 通 L 
外一橙。内一

20 
褐灰

良 好 L 淡赤 褐 100 

良 好 淡 緑 5 

良 好 淡 橙 10 台部のみ

良 好 明赤褐 25 カマド

良 好 淡 灰 10 
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第73図 第26号住居跡 ・出士遺物
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第26号住居跡

l 褐色土 焼土粒子、炭化物を少菰含み、褐色土プロック

を微汎含む

2 黄褐色土 褐色粒子を微屈含む粘性あ り

3 褐色土 焼土、炭化物を多旦に含む

4 極暗褐色土 焼土粒子を少屈含む粘性あり

5 褐色土 焼土粒子、焼土プロックを少凪含む
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第44表 第26号住居跡出土遺物観察表 （1)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

1 坪 A V H 12.1 33 67 B,C,D 普 通 淡 橙 20 

2 坪 A H 153 B,C,E 黄 褐

3 椀 HS 99 26 57 B, E, I 普 通 R 浅 黄 橙 60 

4 椀 HS 58 B,H 良 好 L 灰 褐 100 底部

-107 -



第45表 第 26号住居跡出土遺物観察表 (2)

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輯轄 色 調 残存 出土位置その他

5 椀 HS 4.1 B, E, I 良 好 R 淡黄褐 30 

6 椀 HS 13.8 B,C 良 好 L に ぶ い褐 5 

7 皿 HS 12.4 2.8 56 B,E,G,H 普 通 R 淡黄褐 60 

8 椀 HS B,F,H 普 通 し一—· げ茶 10 破片。穿孔， 高台付椀 K 87 B 良 好 淡 灰 破片。転用硯

10 甕 A W b H 22.9 B,E,K 良 好 淡 橙 20 

11 台付甕 H 13.6 B,D,E 良 好 淡 橙 25 

12 長 頸 壷 K 11.9 D 良 好 明灰褐 10 底部

13 高台 付椀 HS C, E, I 良 好 R 暗灰褐 30 カマド

第46表 第 26号住居跡出土土錘観察表

番号 1 色 調 1 残存率 1 長さ 1 径 I穴 径 I重さ (g)I型式 I欠損分類 I写真番号 出土位置その他

14 I に ぶ い褐 I 70 7.5 40 1.2 95.6 I A 1 III a 2
 

は、短辺3.30m・深さ0.7mであった。

主軸方位は、 N-99°-Eであった。

カマドは、東壁の南東隅寄りに検出できた。袖は、

確認できなかった。燃焼部は、 円形に浅く掘り込み、

段をもって煙道部に移行していた。

貯蔵穴は、カマド右脇、南東隅で検出した。径0.49

mの円形で深さは0.2mである。

遺構の切り合い関係は、第24• 25号住居跡より新し

く、第27号住居跡より古かった。

1 • 2は、土師器である。 1は杯AV、2は高台付

杯Aである。 1は底部、 2は底部と高台が欠損してい

る。

3から 5は、須恵器（HS)の椀である。 6• 13は、

須恵器 (HS)の高台付椀であろう。7は、須恵器 (H

S)の皿である。 8は、底部中央に穿孔のある須恵器

(HS)の椀の破片である。 4• 5は、底部のみであ

る。 6は底部と高台、 13は口縁部と高台が欠損してい

る。

第47表 第 27号住居跡出士遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 輻輯 色 調 残存 出土位置その他

1 杯 B II H 12.5 4.7 60 E,F,H 普 通 淡 橙 70 カマド

2 椀 NS 12.9 56 63 E, I 普 通 灰 白 50 

3 高 台付椀 NS 13.6 B,E 良 好 R 灰 20 

4 高 台 付椀 HS 5.8 B,D,E 良 好 R 明赤褐 100 底部。粘土板

5 高台付椀 K 134 4.3 60 D,K 良 好 淡 灰 60 

6 高台付椀 K 153 D,K 不 良 暗灰褐 20 

7 高台 付椀 K 8.2 B,D 良 好 暗 灰 30 

8 高台付椀 K 6.9 D 良 好
淡灰。釉調一

20 釉調 ーこい黄緑色
こい黄緑， 輪 花椀 M B 良 好 淡 緑 10 

10 椀 M B 良 好 淡 緑 10 

11 甕 B 皿 a HS 19.0 B,E 普 通 淡黄橙 30 カマド

12 羽AJI bロ HS 228 20 B,E,H 良 好 灰 白 20 上層

13 壷 K D 良 好 淡 灰 5 破片

第48表 第 27号住居跡出士士錘観察表

番号 1 色 調 1 残存率 1 長さ 1 径 I穴 径 I重さ(g)I型 式 I欠損分類 I写真番号 出土位置その他

14 I灰 褐 I 70 3.2 1.1 56.1 I Al II a 3
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第74図 第27号住居跡・出土遺物 （1)
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第 27号住居跡

1 黒褐色土 B軽石主体

2 黒褐色土 焼土粒子、炭化物を微凪含み、白色粒子を多

紐に含む

3 黒褐色土 焼士粒子、炭化物を微屈含み、白色粒子、褐

色土プロックを少羹含む

4 黒褐色土焼土粒子、炭化物、褐色土プロック少呈含む

粘性あり

5 暗褐色土 焼土粒子、焼土プロックを少盪含む

6 暗褐色土焼土粒子、焼土プロック、炭化物を少且含む

7 黒褐色土炭化物を多盈に含む

8 黒褐色土 焼土粒子、炭化粒子、白色粒子を少屈含む

9 暗褐色士 焼土粒子、炭化物を微且含み、白色粒子を多

:lilに含む

10 暗褐色土 焼土粒子を微且含む

11 赤褐色土 焼土プロックを多呈に含む（天井部崩落土）

12 黒褐色土焼土粒子、焼土プロックを含む

13 黒褐色土 焼土プロック、褐色土プロックを少且含む
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第75図 第27号住居跡出土遺物 （2)
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9は、灰釉陶器の高台付椀である。 10• 11は、土師

器の甕である。 12は、灰釉陶器の長頸壷である。 9は

底部破片、 12は底部のみである。 10は胴部中位以下、

11は胴部上位以下が欠損している。

14は、土錘である。 15は、羽口である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第26号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第27号住居跡（第74図•第75図）

I • J-4グリッドで確認した。周辺は、住居跡の

重複が激しかったが、覆土上面に火山灰を確認したた

め遺構確認は比較的容易であった。

住居跡の形状は、長方形で、規模は長辺4.57m・短

辺3.34m・深さ0.37mであった。

主軸方位は、 N-101°-Eであった。

カマドは、東壁のほぼ中央に検出できた。左袖は、

地山を短く掘り残していた。右袖は、住居跡の壁面を

そのまま利用していた。両袖の先端には、川原石を補

強材として使用していた。燃焼部は、極めて浅く窪ん

でいた。燃焼部の奥には、 2ヵ所の支脚の抜き取り痕

跡を並んで検出した。 二つ掛けカマドと考えられる。

貯蔵穴は、カマド右側の南東隅から検出した。形状

は、不整楕円形で、規模は長径1.29m・短径0.6m• 

深さ0.18mであった。

遺構の切り合い関係は、第15号溝よりも古く、第24• 

25 • 26号住居跡よりも新しかった。

遺物は、カマト煙道部から須恵器椀（3)が出土し、

貯蔵穴内から凝灰岩の切石（15)が出士した。

1は、土師器の坑BIIである。 2は、須恵器 (NS)

の椀である。 3• 4は、高台付椀である。 3は須恵器

(NS)、4は須恵器（HS)である。 5から 8は、

灰釉陶器の高台付椀である。 9は輪花椀、 10は椀でと

もに緑釉陶器である。 3• 6は底部と高台、 4• 7は

ロ縁部、 8は口縁部と底部が欠損している。 9• 10は、

口縁部破片である。

11は、土師器の甕である。 12は、須恵器 (HS)の

羽釜である。 13は、灰釉陶器の壷である。 11は胴音訂ご

位以下、 12は胴部上位以下が欠損している。 13は、ロ

縁部破片である。

14は、士錘である。 15から19は、凝灰岩の切石である。

20から28は、鉄製品である。 20から26は鎖、 27• 28は

棒状鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第27号竪穴

式住居跡を中堀V[期に位置付けたい。

第28号住居跡（第76図）

D-6グリッドで確認した。周辺は、小穴や土壊な

どが密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺4.17m・短辺

2.59m・深さ0.20mであった。

主軸方位は、 N-90°-Eであった。

カマドは、検出できなかった。

遺構の切り合い関係は、第105• 106号土壊より新し

かった。

図示できる遺物は出土しなかった。

以上、遺構の重複関係から第28号竪穴式住居跡の時

期を決定することは不可能であった。

第29号住居跡（第77図）

E-5グリッドで確認した。周辺は小穴や上城など

第76図第28号住居跡
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第77図 第29号住居跡・出土遺物
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の遺構が密集し、確認に手間取った。

住居跡の形状は長方形で、規模は長辺3.75m・短辺

3.05m・深さO.llmである。住居西半分に小穴が6基

検出した。

主軸方位は、 N-3°-Eであった。

カマドは、検出できなかった。

遺構の切り合い関係は、第50• 60号土壊より古かっ

た。

1は、須恵器 (NS)の高台付椀である。 2は、須

恵器 (HS)の高台付椀である。 3は、灰釉陶器の高

台付輪花椀である。 4は、須恵器（NS)の壷の底部

である。 1 • 2は、底部のみである。 3は、底部と高

台が欠損している。

5は、土錘である。 6は、棒状鉄製品である。

以上、出土遺物・遺構の重複関係等から第29号竪穴

式住居跡を中堀珊期に位置付けたい。

第30号住居跡 （第78図）

D-6、E-6・7グリッドで確認した。周辺は、

住居跡・土壊・小穴など遺構が密集し確認に手間取っ

たが、覆土上面の火山灰をもとに確認した。

住居跡の形状は方形で、規模は長辺3.86m・短辺

3.47m・深さ0.48mであった。

主軸方位は、 N-103°-Eであった。

第49表 第29号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎 土 焼成 観輯 色 調 残存 出土位置その他

1 高台付椀 NS 56 B,H 良 好 R 黒 30 

2 高台付椀 HS 5.4 B.E,H.K 良 好 R 淡黄 褐 60 粘土板

3 高台付輪花椀 K 160 B,D 良 好 淡ねずみ 10 

4 壷底部 NS 12.9 B,E,H 良 好 R 灰 20 

第50表 第29号住居跡出士士錘観察表

□—色
5 浅

調ーロ塑[|長さ
黄 80

径
一
口

穴径］重さ(g)1 型式

0.2 I 2.8 I C 2 

欠損分類 1 写真番号

I c I 379 

出土位置その他
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第78図 第30号住居跡 ・出土遺物
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第 30号住居跡

1 暗褐色土 B軽石を多旦に含む

2 こげ茶色土 焼土、炭化物、 B軽石を少且含む

3 黒色土炭化物を多最に含む粘性あり

4 赤褐色土焼土プロック主体（天井部崩落土）
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カマドは、東壁の南東隅寄りに検出した。焚き口部

の両脇に）1|原石を補強材として使用していた。本来袖

を構築しないと考えられる。燃焼部は、不整形に極＜

浅く窪んでいた。燃焼部から緩やかな段をもって煙道

部へと移行していた。煙道入り口部の天井には、大形

の川原石を置いていた。

貯蔵穴は、カマドの右脇南東隅で検出した。形状は

楕円形で底面に段があった。規模は、長径0.61m・短

径0.48m・深さ0.19mであった。

遺構の切り合い関係は、第31号住居跡より古かった。

遺物は、カマド内から土師器の台付甕（4)が出土

した。

1 • 2は、土師器である。 1は杯AIII、2は杯BI

である。 3は、須恵器 (NS)の椀である。 4は、土

師器の台付甕である。 5は、須恵器 (NS)の羽釜で

ある。 6は、緑釉陶器の高台付椀である。 3は底部、

4は台部、 5は胴部中位以下が欠損している。 6、は

体部破片である。

7は、石製の紡錘車である。 8から13は、士錘であ

る。 14は、凝灰岩の切石である。 15は、楔と考えられ

る。

以上、出土遺物•遺構の重複関係等から第3但号竪穴

式住居跡を中堀V期に位置付けたい。

第51表 第30号住居跡出土遺物観察表

番号 器 種 種別 口径 器高 鍔 底径 胎

1 杯 A 皿 H 12.4 35 8.4 B,E,F 

土

2 坪 B I H 11.8 3.4 56 B,D,H,K 

3 椀 NS 13.3 4.5 6.1 B, E, I 

4 台付甕 H 15.4 B,D,E 

5 甑 B II NS 28.6 4.9 A. B. C. D. E 

6 高台 付椀 M B 

第52表 第30号住居跡出土土錘観察表

番号 色 調 残存率 長さ 径 穴径 重さ(g)

8 に ぶ い橙 100 4.6 20 0.4 117 ， にぶい黄橙 40 15 4.6 

10 に ぶ い橙 100 4.1 1.1 0.3 3.0 

11 橙 100 4.1 1.0 02 3.0 

12 黄 橙 90 1.0 0.3 1.7 

13 橙 100 3.5 0.8 0.2 1.3 

第31 号住居跡（第79図 •第80図 •第81 図 ）

E-6グリッドで確認した。周辺は、住居跡・土城・

小穴などの遺構が密集し、確認に手間取ったが、覆土

上面の火山灰をもとに確認した。

住居跡の形状は長方形であった。規模は長辺6.77

m・短辺3.99m・深さ0.35mであった。住居跡の北寄

りに小穴を 1基検出した。住居の規模に比べ小さく、

柱穴とは考えにくい。

主軸方位は、 N-100°-Eであった。

カマドは、東壁の南寄りに検出した。焚き口部の両

端に川原石を補強材として使用していた。燃焼部には、

掘り込みはみられなかった。燃焼部から大きく段をも

って細長い煙道部に移行していた。煙道部の天井には、

士師器甕（46• 48)を補強材として使用していた。焚

き口部の床面には、径40cm、深さ20cmの小穴があり、

炭化物が多量に出土した。

遺構の切り合い関係は、第30号住居跡より新しかっ

た。

遺物は、カマド内から土師器杯（6) ・須恵器高台

付椀（30) ・土師器甕（49• 50)が出土し、南壁際か

ら須恵器杯 (18) ・須恵器高台付椀（24• 32)がまと

まって出士した。

lから17は、土師器の杯である。 1は杯AV、2.

焼成 輛櫨 色 調 残存 出土位置その他

普 通 淡 茶 100 

普 通 暗 赤褐 40 

普 通 R 黄 灰 40 

良 好 褐 60 カマド

良 好
外一明褐。

20 カマド
内一灰

良 好 淡 緑 10 

型式 欠損分類 写真番号 出土位置その他

C 1 I a 111 

C 1 VII 112 

C 2 I b 380 

C 2 I a 381 

C2 I b 382 

C3 I a 636 
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